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冨永　彩夏さん

大正小学校（瑞穂町）3年～6年生の4泊5日の通学合宿

12月4日
さん（瑞穂町）

　フミさんはとてもお元気で、長寿の秘訣は「なんでも好
き嫌いなく食べる」だそうです。100歳の誕生日というこ
とで、家族から手作りのケーキをプレゼントされ、たいへ
んうれしそうにされていました。

100回目のハッピーバースデー♪

市婦人会連絡協議会と市物産販売促進協議会

平成25年度　第8回雲仙市少年の主張大会

第23回参議院議員通常選挙に関して

　11月26日～30日、大正小学校の3～6年生20人が
『公民館から学校へ行こう！』に参加しました。通学合宿
とは、家庭から離れて公民館に寝泊りすることで、親に
甘えず自立し、友達と協力しながら基本的生活習慣を
身につけることをねらいとしています。子ども達は、地域
ボランティア5人の指導のもと、食材の買出しや準備・片
付け・掃除などの生活体験を、自分たちの力で行い、お
風呂は近くの家に「もらい湯」をするなど、地域とのつな
がりも体験しました。この体験を通して、親の苦労を少し
でも感じることができたのではないでしょうか。
 

　12月8日、ホテルセントヒル長崎（長崎市）でながさき
子育て支援表彰が開催されました。地域子育て支援功
労者表彰（団体）の部門で、雲仙市吾妻町の子育てサロ
ンJam Jamが表彰を受けました。子育て経験や民生委
員・児童委員としての経験を生かし、地域の子育て中の
親子が気軽に参加できるサロンを開設し、親子で楽しく
参加できる場を提供するなど、地域の子育て支援への
貢献が大きかったことが高く評価され、今回の受賞とな
りました。まことにおめでとうございます。

ながさき子育て支援表彰

大会後の記念撮影

　11月27日から29日の3日間、雲仙市婦人会連絡協
議会の10人、雲仙市物産販売促進協議会の5人の皆さ
んが、姉妹都市の韓国求礼郡を訪問しました。求礼郡で
行われた「愛のキムチづくり」イベントに参加し、キムチの
漬け方について学んだり、求礼郡内の視察、体験を通じ
て、韓国の生活文化や多彩な食文化を体験されました。
また、求礼郡の民間団体の皆さんとの意見交換や交流
により、相互理解やネットワークの構築など新たな活動
への一助となりました。参加者からは、「求礼郡の心から
のおもてなしに嬉しく思った。これからの活動に生かして
生きたい。大変貴重な体験をさせてもらった。キムチづく
りでは、山盛りの白菜とたくさんの求礼郡婦人会の皆さ
んの作っている姿に圧倒された。求礼郡との交流を大事
にしていかないといけないと思った。」などの感想があり
ました。

　

キムチづくりの様子（写真上）と訪問団（写真下）

　12月8日、第８回雲仙市少年の主張大会が瑞穂町公
民館で開催され、市内の小・中学生14人が自分の思い
を主張しました。学校生活や部活動で感じたこと、将来
への夢や希望、社会に対しての提言など、聴衆の皆さ
んへ、それぞれの思いを訴えかけました。
○小学生の部
最優秀賞「日本人の心」冨永　彩夏さん

（千々石第二小6年）
優秀賞「ふるさと愛のまち」𠮷尾　瑞希さん（愛野小6年）
○中学生の部
最優秀賞「僕とコンクールと冒険と」柳原　碧さん

（国見中２年）
優秀賞「そばにいてくれるだけで」野﨑　遥佳さん

（千々石中２年）

表彰を受ける山本委員長

雲仙市成人式会場で新成人が投票

　1月4日、ハマユリックスホールで行われた雲仙市成人
式の会場で、選挙啓発活動の一環として、模擬投票が行
われました。市選挙管理委員会が行ったもので、政治に
対する若い有権者の関心を高め、投票につなげることが
目的です。当日は、快晴の中、会場の玄関前で投票を行
い、61人に投票をしていただきました。開票の結果、「が
ね党・たいらがね」が当選となりました。投開票結果は以
下の通りです。
【投票結果】投票総数：61票（男32票・女29票）､
               有効投票数：61票、無効投票数：0票
【開票結果】
     政党名     候補者名     得票数      
 ちゃんぽん党 小浜ちゃんぽん              
 コロッケ党 雲仙市コロッケ         
 かんぼこ党 雲仙市かまぼこ         
 がね党           たいらがね              

当落
次点

当選

柳原　碧さん 野﨑　遥佳さん𠮷尾　瑞希さん

平成25年7月21日の
参議院議員通常選挙に
関して、選挙事務の管
理執行などに尽力した
選挙管理委員会委員の
功績を称えるとともに、
他の模範として表彰さ
れる総務大臣表彰に山
本圀弘委員長が選出さ
れ、12月9日、県市町村会館で、県選挙管理委員長より
賞状が贈られました。

20票
8票
2票
31票

雲仙岳の霧氷（1月9日広報班撮影）

　広報うんぜん1月号7ページ、県民体育大会の結果
の記事に誤りがありました。訂正して、おわびします。

誤　　男子40～44歳　　 砲丸投　 佐藤義隆 表彰後の記念撮影→

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
長
生
き
さ
れ
、

幸
せ
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

写真上：下校後、高田公民館で宿題をしているところ
写真左下：食材買出し　写真右下：夕食準備

←表彰状授与
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　12月22日、吾妻町ふるさと会館で、平成25年雲仙市表彰式を行いました。今回は、各分野で特に功労並びに功
績があった44人（うち夫婦1組）、2企業、2団体に表彰状と記念品を授与しました。
　各被表彰者は下記のとおりです。（敬称略）

【徳行功労】
　吹原　繁男（吾妻町）

【地方自治功労】
　大久保　正美（吾妻町）
　前田　　哲（国見町）
　中古賀　繁之（小浜町）
　中村　　篤（小浜町）
　山下　晏弘（小浜町）
　松永　征太郎（小浜町）
　田尻　虎夫（愛野町）

【社会福祉功労】
　城戸　孝彌（千々石町）
　城臺　温江（千々石町）
　松永　千穗子（南串山町）
　德永　三恵（国見町）
　釣川   義紀（国見町）
　森本   光枝（国見町）
　前田   峯子（国見町）
　遠藤　家持（国見町）
　髙田   宣子（瑞穂町）
　瑞穗   真爾（瑞穂町）
　町田   　学（吾妻町）

　町田　秀子（愛野町）
　三好　範子（小浜町）
　草野　明子（小浜町）
　中田　七生（小浜町）
　宮﨑　ちづよ（小浜町）
　永田　　董（南串山町）
　雲仙市食生活改善推進員連絡
　協議会千々石支部（千々石町）

【産業功労】
　寺尾　祐輔・良子（愛野町）
　有限会社　四季
　（ふれあいタイム四季）
　　　　　　　　　（吾妻町）
　上村　恒幸（南串山町）

【教育文化功労】
　永野　良勝（国見町）
　草野　あき子（小浜町）
　中尾　澄男（国見町）
　髙木　繁幸（瑞穂町）
　小嶺　良成（国見町）

【消防功労】
　緒方　秀雄（南串山町）

【特別賞】
　雲仙市立小浜中学校吹奏楽部
　（小浜町）
　吉武　まひろ（国見町）
　株式会社清水雲仙ネオクラシック
　クローバー（吾妻町）
　直塚　一考（小浜町）
　山本　杏里（国見町）
　前川　　翼（愛野町）
　大島　美里（愛野町）
　久米　　慧（南串山町）
　本村　久次（南串山町）
　栗原　和幸（国見町）
　山本　亜美（南串山町）
　稲富　克則（国見町）
　入江　雄平（愛野町）

平成25年雲仙市表彰式

おめでとうございます

平
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司
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辞
も
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た
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長
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発
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ト
ラ
ク
シ
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と
し
て
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宝

太
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皆
様
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人
へ
の
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と
し

て
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を
披
露
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た
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式
典
終
了
後
は
、各
地
区
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分
か
れ
て
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写
真
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な
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ま
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場
の
あ
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こ
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り
の
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と
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会
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。
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歳
の
皆
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め
で
と
う
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ざ
い
ま
す

雲
仙
市
成
人
式

●
司
会
進
行　

　
　

▼
奥
田
賢
志（
千
々
石
）　

▼
元
村
龍
馬（
小
浜
）

●
開
式
の
辞　

▼
宗
塚
美
己（
瑞
穂
）

●
成
人
証
書
授
与

　

▼
前
田
信
太
郎（
国
見
）　

▼
吉
岡
香
奈（
瑞
穂
）

　

▼
馬
場
紫
央（
吾
妻
）　　

▼
村
上　

豪（
愛
野
）   

　

▼
西
村
晴
貴（
千
々
石
）　

▼
草
野
佑
介（
小
浜
）    

　

▼
中
村
小
雪（
南
串
山
）

●
閉
式
の
辞　

▼
田
中
美
由
紀（
吾
妻
）

　挑戦なくして挫折も成功もない
と信じている。現在は成功すること
よりも失敗して考えることが多い
が、挑戦する姿勢はいつであれ大
事にしていきたい。

　この成人式を節目として、次世代
へ素晴らしい遺産を伝えていける、
父母のような優秀な一人前の「人
間」を一から目指し、努力して学ん
でいきたい。

　"Impossible is Nothing"
　　　＝不可能なんて有り得ない
中学時代、担任の先生が教室の壁
に張ったこの言葉を噛みしめ、出会
った仲間と共に支え助け合いなが
ら、人生の苦難に立ち向かっていき
たい。

宮田　翼さん
（国見）

平野　杏奈さん
（愛野）

浅野　優也さん
（南串山）

ー成人を迎えた感想やこれからの抱負などを発表しました

↑成人証書授与

↑受付の様子。ロビーでは再会を喜ぶ姿が多く見られた。

↑式典中の様子。思い出の写真に笑顔がこぼれた。 ↑瑞宝太鼓。新成人への力強いエールとなった。
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　12月22日、吾妻町ふるさと会館で、平成25年雲仙市表彰式を行いました。今回は、各分野で特に功労並びに功
績があった44人（うち夫婦1組）、2企業、2団体に表彰状と記念品を授与しました。
　各被表彰者は下記のとおりです。（敬称略）

【徳行功労】
　吹原　繁男（吾妻町）

【地方自治功労】
　大久保　正美（吾妻町）
　前田　　哲（国見町）
　中古賀　繁之（小浜町）
　中村　　篤（小浜町）
　山下　晏弘（小浜町）
　松永　征太郎（小浜町）
　田尻　虎夫（愛野町）

【社会福祉功労】
　城戸　孝彌（千々石町）
　城臺　温江（千々石町）
　松永　千穗子（南串山町）
　德永　三恵（国見町）
　釣川   義紀（国見町）
　森本   光枝（国見町）
　前田   峯子（国見町）
　遠藤　家持（国見町）
　髙田   宣子（瑞穂町）
　瑞穗   真爾（瑞穂町）
　町田   　学（吾妻町）

　町田　秀子（愛野町）
　三好　範子（小浜町）
　草野　明子（小浜町）
　中田　七生（小浜町）
　宮﨑　ちづよ（小浜町）
　永田　　董（南串山町）
　雲仙市食生活改善推進員連絡
　協議会千々石支部（千々石町）

【産業功労】
　寺尾　祐輔・良子（愛野町）
　有限会社　四季
　（ふれあいタイム四季）
　　　　　　　　　（吾妻町）
　上村　恒幸（南串山町）

【教育文化功労】
　永野　良勝（国見町）
　草野　あき子（小浜町）
　中尾　澄男（国見町）
　髙木　繁幸（瑞穂町）
　小嶺　良成（国見町）

【消防功労】
　緒方　秀雄（南串山町）

【特別賞】
　雲仙市立小浜中学校吹奏楽部
　（小浜町）
　吉武　まひろ（国見町）
　株式会社清水雲仙ネオクラシック
　クローバー（吾妻町）
　直塚　一考（小浜町）
　山本　杏里（国見町）
　前川　　翼（愛野町）
　大島　美里（愛野町）
　久米　　慧（南串山町）
　本村　久次（南串山町）
　栗原　和幸（国見町）
　山本　亜美（南串山町）
　稲富　克則（国見町）
　入江　雄平（愛野町）

平成25年雲仙市表彰式

おめでとうございます

平
成
26
年
雲
仙
市
成
人
式
が
１
月
４
日
、

ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
新
成
人
4
8
4
人
が
出
席
。今

年
の
式
も
昨
年
同
様
、成
人
者
が
企
画
し
、

司
会
進
行
や
開
式
・
閉
式
の
辞
も
、成
人
者

代
表
が
務
め
ま
し
た
。各
地
区
の
新
成
人
代

表
者
へ
成
人
証
書
が
授
与
さ
れ
た
後
、金
澤

市
長
か
ら
式
辞
と
大
久
保
市
議
会
議
長
か

ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、成

人
者
を
代
表
し
て
３
人
が「
二
十
歳
の
主
張
」

を
発
表
し
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、瑞
宝

太
鼓
の
皆
様
が
、新
成
人
へ
の
エ
ー
ル
と
し

て
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、各
地
区
に
分
か
れ
て
の

写
真
撮
影
と
な
り
ま
し
た
が
、会
場
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
、久
し
ぶ
り
の
旧
友
と
の
再
会

を
喜
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

20
歳
の
皆
さ
ま　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

雲
仙
市
成
人
式

●
司
会
進
行　

　
　

▼
奥
田
賢
志（
千
々
石
）　

▼
元
村
龍
馬（
小
浜
）

●
開
式
の
辞　

▼
宗
塚
美
己（
瑞
穂
）

●
成
人
証
書
授
与

　

▼
前
田
信
太
郎（
国
見
）　

▼
吉
岡
香
奈（
瑞
穂
）

　

▼
馬
場
紫
央（
吾
妻
）　　

▼
村
上　

豪（
愛
野
）   

　

▼
西
村
晴
貴（
千
々
石
）　

▼
草
野
佑
介（
小
浜
）    

　

▼
中
村
小
雪（
南
串
山
）

●
閉
式
の
辞　

▼
田
中
美
由
紀（
吾
妻
）

　挑戦なくして挫折も成功もない
と信じている。現在は成功すること
よりも失敗して考えることが多い
が、挑戦する姿勢はいつであれ大
事にしていきたい。

　この成人式を節目として、次世代
へ素晴らしい遺産を伝えていける、
父母のような優秀な一人前の「人
間」を一から目指し、努力して学ん
でいきたい。

　"Impossible is Nothing"
　　　＝不可能なんて有り得ない
中学時代、担任の先生が教室の壁
に張ったこの言葉を噛みしめ、出会
った仲間と共に支え助け合いなが
ら、人生の苦難に立ち向かっていき
たい。

宮田　翼さん
（国見）

平野　杏奈さん
（愛野）

浅野　優也さん
（南串山）

ー成人を迎えた感想やこれからの抱負などを発表しました

↑成人証書授与

↑受付の様子。ロビーでは再会を喜ぶ姿が多く見られた。

↑式典中の様子。思い出の写真に笑顔がこぼれた。 ↑瑞宝太鼓。新成人への力強いエールとなった。
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な や みゼロ

多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
！

　

複
数
の
金
融
業
者
か
ら
自
分

の
返
済
能
力
を
超
え
る
お
金
を

借
り
て
し
ま
い
、返
済
が
困
難
に

な
る
こ
と
を「
多
重
債
務
」と
い
い

ま
す
。ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
が
手
軽
に
利
用
で

き
て
し
ま
う
背
景
も
あ
り
、つ
い

つ
い
借
金
に
頼
っ
て
し
ま
い
、多

重
債
務
に
陥
っ
て
し
ま
う
人
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

利
息
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　

借
金
を
す
れ
ば
、借
り
た
お
金

を
返
す
だ
け
で
な
く「
利
息
」を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
金
を
借
り
る
と
き
は
、利
息
も

含
め
て
返
済
の
計
画
を
立
て
る

必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　
「
年
利
」と
は
借
金
し
て
１
年

後
に
一
括
し
て
返
す
と
き
に
つ
く

利
息
の
割
合
で
す
。し
か
し
、一
般

的
に
は
一
括
で
は
な
く
、分
割
し

て
返
済
す
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。利
息
は
完
済
す
る
ま
で
常

に
か
か
っ
て
く
る
の
で
、返
済
期

間
が
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
支

払
い
総
額
は
高
く
な
り
ま
す
。
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　借金返済に困っている人をねらい、「低金利」「即日融資」「審査なし」「債務を一本化」など甘い宣伝文
句で勧誘してくるヤミ金融。宣伝とは違って、実は不当な高金利で貸し付けをする、融資の保証金と称
してお金を振り込ませてだまし取る、返済しないと暴力的な取り立てをするなど、多くの被害が報告され
ています。本市でも勝手に出前を頼まれたり、救急車や消防車を呼ばれたりという悪質な嫌がらせを受
けた事件が発生しています。ヤミ金融には絶対に手を出してはいけません。
　借金には必ず解決法があるので、できるだけ早く消費生活センターなどへ相談しましょう。

吾妻中学校３年

バレーボール
全日本中学生選抜
　　　　　日本代表チーム選手
ポジションはMB（ミドルブロッカー）

▲赤い全日本のユニフォームを着た梅本君（写真中央）。

▲インタビューの時はかわいい中学生

▲1月21日、市長へ全国大会の結果を報告
　した時の様子

梅本　鈴太郎くん
り ん  た  ろ う

利息 支払総額

50万円×15％×1年＝7万5,000円 57万5,000円

利息 支払総額

10万円×15％×6／12年＝7,500円 10万7,500円

利息
1回目

2回目
3回目

4回目

50万円×15％×1/12年＝6,250円

49万6,250円×15％×1/12＝6,203円
49万2,453円×15％×1/12＝6,155円

48万8,608円×15％×1/12＝6,107円

１万円－6,250円＝3,750円
１万円－6,203円＝3,797円

１万円－6,155円＝3,845円
１万円－6,107円＝3,893円

50万円－3,750円=49万6,250円

49万6,250円－3,797円=49万2,453円

49万2,453円－3,845円=48万8,608円
48万8,608円－3,893円=48万4,715円

返済額（元本） 残債

　

吾
妻
中
体
育
館
に
入
る
と
扉
の
す
ぐ

前
の
コ
ー
ト
で
練
習
し
て
い
る
女
子
部
員

と
そ
の
奥
に
数
人
の
男
子
部
員
と
楽
し
そ

う
に
パ
ス
練
習
を
す
る
、ひ
と
き
わ
背
の

高
い
男
子
の
姿
が
見
え
ま
し
た
。

　

誰
に
た
ず
ね
る
こ
と
も
な
く
、そ
の
男

子
が
梅
本
君
で
あ
る
こ
と
は
す
ぐ
に
わ
か

り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、平
成
25
年
11
月
１
日（
金
）か

ら
11
月
13
日（
水
）ま
で
東
京
と
韓
国
で

開
催
さ
れ
た
中
学
生
日
韓
交
流
試
合
に

日
本
代
表
チ
ー
ム
の
選
手
と
し
て
出
場
し

た
梅
本
鈴
太
郎
君
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

勝
つ
に
は〝
根
性
〞も
必
要

　

日
本
代
表
チ
ー
ム
選
手
に
選
ば
れ
る
に

は
、日
本
各
地
か
ら
推
薦
さ
れ
た
50
人
の

中
か
ら
第
１
次
強
化
合
宿
に
参
加
で
き

る
30
人
が
絞
ら
れ
、第
１
次
強
化
合
宿
終

了
後
に
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
選
手
と
し
て

２
次
合
宿
に
参
加
で
き
る
12
人
が
決
定
。

　

身
長
は
１
９
０
㎝
、選
抜
チ
ー
ム
12
人

の
中
で
は
、梅
本
君
が
一
番
背
が
高
か
っ
た

そ
う
で
す
。

　

２
年
生
の
時
も
合
宿
に
は
参
加
し
た
も

の
の
最
終
の
代
表
チ
ー
ム
に
は
選
ば
れ
な

か
っ
た
そ
う
で
、２
年
越
し
の
念
願
が
叶
っ

た
と
、と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

韓
国
と

の
交
流
試

合
は
東
京

で
開
催
さ

れ
た
試
合

が
２
勝
１

敗
、韓
国
で

開
催
さ
れ

た
試
合
が

１
勝
２
敗
の
結
果
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
が
、韓
国
の
選
手
は
、身
長
１
９
０
㎝
台

が
５
人
、２
０
０
㎝
が
１
人
お
り
、試
合
を

通
じ
て
韓
国
の
選
手
の
身
長
と
パ
ワ
ー
の

違
い
を
実
感
し
た
そ
う
で
す
。そ
の
韓
国

の
身
長
と
パ
ワ
ー
に
対
し
て
日
本
選
手

は
、高
い
技
術
力
が
あ
り
、「
最
後
は〝
根

性
〞で
す
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

目
指
さ
れ
る
選
手
に
な
り
た
い

　

も
う
す
ぐ
中
学
生
活
が
終
わ
る
梅
本

君
で
す
が
、進
路
の
こ
と
を
た
ず
ね
る
と
、

先
輩
が
た
く
さ
ん
い
て
現
在
も
練
習
に

行
っ
て
い
る
と
い
う
、鎮
西
高
校
へ
進
学
し

た
い
と
の
こ
と
で
、将
来
は
や
は
り
全
日

本
男
子
チ
ー
ム
を
目
指
し
た
い
と
の
こ

と
。

　

現
在
目
標
と
し
て
い
る
選
手
に
つ
い
て

聞
く
と「
目
標
と
す
る
選
手
は
い
ま
せ
ん

が
、自
分
が
目
標
と
さ
れ
る
選
手
に
な
り

た
い
で
す
。」と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

梅
本
君
は
日
本
代
表
の
選
手
の
他
に
、

昨
年
12
月
25
日
か
ら
28
日
に
開
催
さ
れ

た
第
27
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
長
崎
県
選
抜
選
手
に

も
２
年
連
続
で
選
ば
れ
、今
回
は
主
将
と

し
て「
全
国
制
覇
を
目
指
し
ま
す
。」と

き
っ
ぱ
り
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
取
材
後
と
な
り
ま
し
た
が
、梅

本
君
の
活
躍
に
よ
り
み
ご
と
準
優
勝
と

健
闘
し
、最
も
将
来
が
期
待
さ
れ
る
選
手

に
贈
ら
れ
る「JO

C

・JV
A

カ
ッ
プ
」、「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
有
望
選
手
」、「
大
阪
府
知
事

賞
」に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

将
来
の
夢
を
し
っ
か
り
持
っ
た
梅
本

君
、今
後
の
春
高
バ
レ
ー
や
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
活
躍
す
る
彼
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ

う
で
し
た
。

8● 広報うんぜん
平成26年2月



な や みゼロ

多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
！

　

複
数
の
金
融
業
者
か
ら
自
分

の
返
済
能
力
を
超
え
る
お
金
を

借
り
て
し
ま
い
、返
済
が
困
難
に

な
る
こ
と
を「
多
重
債
務
」と
い
い

ま
す
。ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
が
手
軽
に
利
用
で

き
て
し
ま
う
背
景
も
あ
り
、つ
い

つ
い
借
金
に
頼
っ
て
し
ま
い
、多

重
債
務
に
陥
っ
て
し
ま
う
人
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

利
息
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　

借
金
を
す
れ
ば
、借
り
た
お
金

を
返
す
だ
け
で
な
く「
利
息
」を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
金
を
借
り
る
と
き
は
、利
息
も

含
め
て
返
済
の
計
画
を
立
て
る

必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　
「
年
利
」と
は
借
金
し
て
１
年

後
に
一
括
し
て
返
す
と
き
に
つ
く

利
息
の
割
合
で
す
。し
か
し
、一
般

的
に
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返
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す
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場
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で
す
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　借金返済に困っている人をねらい、「低金利」「即日融資」「審査なし」「債務を一本化」など甘い宣伝文
句で勧誘してくるヤミ金融。宣伝とは違って、実は不当な高金利で貸し付けをする、融資の保証金と称
してお金を振り込ませてだまし取る、返済しないと暴力的な取り立てをするなど、多くの被害が報告され
ています。本市でも勝手に出前を頼まれたり、救急車や消防車を呼ばれたりという悪質な嫌がらせを受
けた事件が発生しています。ヤミ金融には絶対に手を出してはいけません。
　借金には必ず解決法があるので、できるだけ早く消費生活センターなどへ相談しましょう。

吾妻中学校３年

バレーボール
全日本中学生選抜
　　　　　日本代表チーム選手
ポジションはMB（ミドルブロッカー）

▲赤い全日本のユニフォームを着た梅本君（写真中央）。

▲インタビューの時はかわいい中学生

▲1月21日、市長へ全国大会の結果を報告
　した時の様子

梅本　鈴太郎くん
り ん  た  ろ う

利息 支払総額

50万円×15％×1年＝7万5,000円 57万5,000円

利息 支払総額

10万円×15％×6／12年＝7,500円 10万7,500円

利息
1回目

2回目
3回目

4回目

50万円×15％×1/12年＝6,250円

49万6,250円×15％×1/12＝6,203円
49万2,453円×15％×1/12＝6,155円

48万8,608円×15％×1/12＝6,107円

１万円－6,250円＝3,750円
１万円－6,203円＝3,797円

１万円－6,155円＝3,845円
１万円－6,107円＝3,893円

50万円－3,750円=49万6,250円

49万6,250円－3,797円=49万2,453円

49万2,453円－3,845円=48万8,608円
48万8,608円－3,893円=48万4,715円

返済額（元本） 残債

　

吾
妻
中
体
育
館
に
入
る
と
扉
の
す
ぐ

前
の
コ
ー
ト
で
練
習
し
て
い
る
女
子
部
員

と
そ
の
奥
に
数
人
の
男
子
部
員
と
楽
し
そ

う
に
パ
ス
練
習
を
す
る
、ひ
と
き
わ
背
の

高
い
男
子
の
姿
が
見
え
ま
し
た
。

　

誰
に
た
ず
ね
る
こ
と
も
な
く
、そ
の
男

子
が
梅
本
君
で
あ
る
こ
と
は
す
ぐ
に
わ
か

り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、平
成
25
年
11
月
１
日（
金
）か

ら
11
月
13
日（
水
）ま
で
東
京
と
韓
国
で

開
催
さ
れ
た
中
学
生
日
韓
交
流
試
合
に

日
本
代
表
チ
ー
ム
の
選
手
と
し
て
出
場
し

た
梅
本
鈴
太
郎
君
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

勝
つ
に
は〝
根
性
〞も
必
要

　

日
本
代
表
チ
ー
ム
選
手
に
選
ば
れ
る
に

は
、日
本
各
地
か
ら
推
薦
さ
れ
た
50
人
の

中
か
ら
第
１
次
強
化
合
宿
に
参
加
で
き

る
30
人
が
絞
ら
れ
、第
１
次
強
化
合
宿
終

了
後
に
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
選
手
と
し
て

２
次
合
宿
に
参
加
で
き
る
12
人
が
決
定
。

　

身
長
は
１
９
０
㎝
、選
抜
チ
ー
ム
12
人

の
中
で
は
、梅
本
君
が
一
番
背
が
高
か
っ
た

そ
う
で
す
。

　

２
年
生
の
時
も
合
宿
に
は
参
加
し
た
も

の
の
最
終
の
代
表
チ
ー
ム
に
は
選
ば
れ
な

か
っ
た
そ
う
で
、２
年
越
し
の
念
願
が
叶
っ

た
と
、と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

韓
国
と

の
交
流
試

合
は
東
京

で
開
催
さ

れ
た
試
合

が
２
勝
１

敗
、韓
国
で

開
催
さ
れ

た
試
合
が

１
勝
２
敗
の
結
果
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
が
、韓
国
の
選
手
は
、身
長
１
９
０
㎝
台

が
５
人
、２
０
０
㎝
が
１
人
お
り
、試
合
を

通
じ
て
韓
国
の
選
手
の
身
長
と
パ
ワ
ー
の

違
い
を
実
感
し
た
そ
う
で
す
。そ
の
韓
国

の
身
長
と
パ
ワ
ー
に
対
し
て
日
本
選
手

は
、高
い
技
術
力
が
あ
り
、「
最
後
は〝
根

性
〞で
す
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

目
指
さ
れ
る
選
手
に
な
り
た
い

　

も
う
す
ぐ
中
学
生
活
が
終
わ
る
梅
本

君
で
す
が
、進
路
の
こ
と
を
た
ず
ね
る
と
、

先
輩
が
た
く
さ
ん
い
て
現
在
も
練
習
に

行
っ
て
い
る
と
い
う
、鎮
西
高
校
へ
進
学
し

た
い
と
の
こ
と
で
、将
来
は
や
は
り
全
日

本
男
子
チ
ー
ム
を
目
指
し
た
い
と
の
こ

と
。

　

現
在
目
標
と
し
て
い
る
選
手
に
つ
い
て

聞
く
と「
目
標
と
す
る
選
手
は
い
ま
せ
ん

が
、自
分
が
目
標
と
さ
れ
る
選
手
に
な
り

た
い
で
す
。」と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

梅
本
君
は
日
本
代
表
の
選
手
の
他
に
、

昨
年
12
月
25
日
か
ら
28
日
に
開
催
さ
れ

た
第
27
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
長
崎
県
選
抜
選
手
に

も
２
年
連
続
で
選
ば
れ
、今
回
は
主
将
と

し
て「
全
国
制
覇
を
目
指
し
ま
す
。」と

き
っ
ぱ
り
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
取
材
後
と
な
り
ま
し
た
が
、梅

本
君
の
活
躍
に
よ
り
み
ご
と
準
優
勝
と

健
闘
し
、最
も
将
来
が
期
待
さ
れ
る
選
手

に
贈
ら
れ
る「JO

C

・JV
A

カ
ッ
プ
」、「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
有
望
選
手
」、「
大
阪
府
知
事

賞
」に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

将
来
の
夢
を
し
っ
か
り
持
っ
た
梅
本

君
、今
後
の
春
高
バ
レ
ー
や
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
活
躍
す
る
彼
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ

う
で
し
た
。

9 ● 広報うんぜん
平成26年2月



島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、

高
校
生
や
小
学
生
と
い
っ
た
若
い

人
た
ち
も
、ジ
オ
パ
ー
ク
を
利
用

し
た
地
域
振
興
に
参
加
し
て
い

ま
す
。今
回
は
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
事
務

局
は
、毎
年
９
月
中
旬
に「
高
校

生
ジ
オ
パ
ー
ク
研
究
発
表
大
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。こ
の
研
究

発
表
大
会
で
最
優
秀
賞
な
ど
に

選
ば
れ
た
高
校
に
は
、「
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
大
会
」へ
の
招
待
や
、他

の
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
研
修
旅
行
な

ど
を
実
施
し
、高
校
生
が
さ
ら
に

自
ら
の
研
究
内
容
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
、地
域
研
究
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。

島
原
農
業
高
校
や
島
原
商
業

高
校
は
、手
延
べ
そ
う
め
ん
、チ
ャ

ン
ポ
ン
、カ
ス
テ
ラ
、カ
マ
ボ
コ
と

い
っ
た
地
域
の
特
産
品
を
、高
校

生
の
視
点
で
ア
レ
ン
ジ
し
た
メ

ニ
ュ
ー
を
発
案
・
開
発
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
そ
れ
ら
の
う
ち
の
い

く
つ
か
は
、地
元
の
企
業
や
お
店

に
よ
っ
て
商
品
化
さ
れ
て
い
ま

す
。高
校
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
地

元
の
企
業
が
商
品
化
し
て
い
る

事
例
は
き
わ
め
て
画
期
的
で
、他

の
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
ま
だ
ほ
と
ん

ど
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

雲
仙
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

は
、地
域
の
方
々
が
作
成
し
た

「
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
か
る
た
」

を
用
い
て
、楽
し
み
な
が
ら
ジ
オ

パ
ー
ク
の
見
所
を
学
ん
で
い
ま

す
。こ
の
取
り
組
み
は
、昨
年
７

月
に
行
わ
れ
た
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
認
定
審
査

の
際
に
、２
人
の
審
査
員
か
ら
高

い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

一
昨
年
行
わ
れ
た「
第
５
回
ジ

オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
」

の
際
に
は
、た
く
さ
ん
の
元
気
な

子
ど
も
た
ち
が
、世
界
の
お
客
様

を
も
て
な
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う

な
、子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
た

若
い
人
の
活
動
は
、確
実
に
地
域

を
元
気
に
し
ま
す
。若
い
人
と
共

に
、地
域
全
体
で
ジ
オ
パ
ー
ク
と

い
う
し
く
み
を
活
用
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

次
月
は
地
域
振
興
の
最
終
回

で
、半
島
外
の
人
を
対
象
に
実
施

し
て
い
る
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク

　
　

推
進
連
絡
協
議
会
事
務
局

〒
8
5
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島
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市
平
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町
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雲
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記
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Ｆ
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０
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５
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E-m
ail　

info@
unzen-geopark.jp

■くにみ子ども園の皆さん
　長崎がんばらんば国体PRキャンペーン『GO！GO!がんばくん！！
PART2』でがんばくん、らんばちゃんと触れ合ったり、花いっぱい運
動では花苗の育成をしてくださったり、職員の方々は昨年のサッカー
のリハーサル大会で運営ボランティアとして活動してくださいました。
　また、くにみ子ども園サンサンクラブ学童の子どもたちはペットボト
ルキャップを使ったとてもすてきながんばくん、らんばちゃんの絵を
作ってくれました。長崎がんばらんば国体の時には、競技会場に飾る
予定ですので探してみてくださいね。

■会期　平成26年10月12日（日）～22日（水）
■雲仙市開催種目
　サッカー（少年男子）、ボクシング、馬術
■デモンストレーション行事
　雲仙アヅマクロス

■がんばくん募金は市役所・総合支所などで受付中！　
平成25年12月末までの募金額61,822円

　いよいよ国体イヤーとなった本年。

　ということで、国体を盛り上げる活動をしてくださっている心強い
方々をご紹介します。
＊身近で国体に向けていろいろな活動をしてくださっている人を紙面でご紹介し
たいと思います。ぜひ国体推進課までご連絡ください。

■長崎がんばらんば国体雲仙市PRポスター入賞作品展
　12月から長崎がんばらんば国体雲仙市PRポスター入賞作品展が市内各町を巡回して開催中です。今後は小浜
町、千々石町、南串山町、吾妻町で開催します。子どもたちが描いた力作35点を展示します。ぜひ、ご覧ください。

■雲仙市歴史資料館　国見展示館
　雲仙市歴史資料館国見展示館は、国の重要伝統的建造物群保存地区である国見
町神代小路地区にあり、島原半島で発掘された旧石器時代からの出土品や民俗資料
が展示されています。
　国見展示館には国体グッズの展示コーナーが設置
してあり、季節によってディスプレイを変えるなど、す
ばらしいPR活動をされています。
　国見町ではサッカー競技と馬術競技が行われます
が、スタッフの皆さん方は運営ボランティアとして登
録し、リハーサル大会でも活動してくださるなど、頼も
しいサポーターです。
　静かな神代小路を散策して国見資料館で古代へタ
イムスリップした後は、ぜひ国体コーナーにも足を止
めてかわいいディスプレイをご堪能ください。

馬術競技リハーサル大会
　■会期　平成26年6月14日（土）～15日（日）
　■会場　雲仙市特設馬術競技場
　　　　　（多比良港埋立地）

日　程
2月10日（月）～19日（水）
2月20日（木）～27日（木）
3月4日（火）～11日（火）

場　所
小浜総合支所ロビー
千々石公民館ロビー
ハマユリックスホールロビー

3月20日（木）～25日（火） 吾妻体育館ロビー

がんばくん、らんばちゃんのペットボトルキャップアートの前で記念撮影♪

がんばくんが埴輪の馬に乗っています！ 雲仙市歴史資料館国見展示館の国体
コーナー

写真1　霧島ジオパークで、火山噴火後の植
生の回復を学ぶ島原高校の生徒たち。
写真2　自らが考案した商品を、東京渋谷・表
参道でPR・販売する島原商業高校の生徒たち。
写真3　島原半島ジオパークかるた。
写真4　第5回ジオパーク国際ユネスコ会議
の時に、海外からのお客様をおもてなしした
北有馬小学校の子どもたち。

0101010101010101010101010101
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島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、

高
校
生
や
小
学
生
と
い
っ
た
若
い

人
た
ち
も
、ジ
オ
パ
ー
ク
を
利
用

し
た
地
域
振
興
に
参
加
し
て
い

ま
す
。今
回
は
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
事
務

局
は
、毎
年
９
月
中
旬
に「
高
校

生
ジ
オ
パ
ー
ク
研
究
発
表
大
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。こ
の
研
究

発
表
大
会
で
最
優
秀
賞
な
ど
に

選
ば
れ
た
高
校
に
は
、「
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
大
会
」へ
の
招
待
や
、他

の
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
研
修
旅
行
な

ど
を
実
施
し
、高
校
生
が
さ
ら
に

自
ら
の
研
究
内
容
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
、地
域
研
究
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。

島
原
農
業
高
校
や
島
原
商
業

高
校
は
、手
延
べ
そ
う
め
ん
、チ
ャ

ン
ポ
ン
、カ
ス
テ
ラ
、カ
マ
ボ
コ
と

い
っ
た
地
域
の
特
産
品
を
、高
校

生
の
視
点
で
ア
レ
ン
ジ
し
た
メ

ニ
ュ
ー
を
発
案
・
開
発
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
そ
れ
ら
の
う
ち
の
い

く
つ
か
は
、地
元
の
企
業
や
お
店

に
よ
っ
て
商
品
化
さ
れ
て
い
ま

す
。高
校
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
地

元
の
企
業
が
商
品
化
し
て
い
る

事
例
は
き
わ
め
て
画
期
的
で
、他

の
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
ま
だ
ほ
と
ん

ど
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

雲
仙
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

は
、地
域
の
方
々
が
作
成
し
た

「
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
か
る
た
」

を
用
い
て
、楽
し
み
な
が
ら
ジ
オ

パ
ー
ク
の
見
所
を
学
ん
で
い
ま

す
。こ
の
取
り
組
み
は
、昨
年
７

月
に
行
わ
れ
た
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
認
定
審
査

の
際
に
、２
人
の
審
査
員
か
ら
高

い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

一
昨
年
行
わ
れ
た「
第
５
回
ジ

オ
パ
ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
」

の
際
に
は
、た
く
さ
ん
の
元
気
な

子
ど
も
た
ち
が
、世
界
の
お
客
様

を
も
て
な
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う

な
、子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
た

若
い
人
の
活
動
は
、確
実
に
地
域

を
元
気
に
し
ま
す
。若
い
人
と
共

に
、地
域
全
体
で
ジ
オ
パ
ー
ク
と

い
う
し
く
み
を
活
用
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

次
月
は
地
域
振
興
の
最
終
回

で
、半
島
外
の
人
を
対
象
に
実
施

し
て
い
る
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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info@
unzen-geopark.jp

■くにみ子ども園の皆さん
　長崎がんばらんば国体PRキャンペーン『GO！GO!がんばくん！！
PART2』でがんばくん、らんばちゃんと触れ合ったり、花いっぱい運
動では花苗の育成をしてくださったり、職員の方々は昨年のサッカー
のリハーサル大会で運営ボランティアとして活動してくださいました。
　また、くにみ子ども園サンサンクラブ学童の子どもたちはペットボト
ルキャップを使ったとてもすてきながんばくん、らんばちゃんの絵を
作ってくれました。長崎がんばらんば国体の時には、競技会場に飾る
予定ですので探してみてくださいね。

■会期　平成26年10月12日（日）～22日（水）
■雲仙市開催種目
　サッカー（少年男子）、ボクシング、馬術
■デモンストレーション行事
　雲仙アヅマクロス

■がんばくん募金は市役所・総合支所などで受付中！　
平成25年12月末までの募金額61,822円

　いよいよ国体イヤーとなった本年。

　ということで、国体を盛り上げる活動をしてくださっている心強い
方々をご紹介します。
＊身近で国体に向けていろいろな活動をしてくださっている人を紙面でご紹介し
たいと思います。ぜひ国体推進課までご連絡ください。

■長崎がんばらんば国体雲仙市PRポスター入賞作品展
　12月から長崎がんばらんば国体雲仙市PRポスター入賞作品展が市内各町を巡回して開催中です。今後は小浜
町、千々石町、南串山町、吾妻町で開催します。子どもたちが描いた力作35点を展示します。ぜひ、ご覧ください。

■雲仙市歴史資料館　国見展示館
　雲仙市歴史資料館国見展示館は、国の重要伝統的建造物群保存地区である国見
町神代小路地区にあり、島原半島で発掘された旧石器時代からの出土品や民俗資料
が展示されています。
　国見展示館には国体グッズの展示コーナーが設置
してあり、季節によってディスプレイを変えるなど、す
ばらしいPR活動をされています。
　国見町ではサッカー競技と馬術競技が行われます
が、スタッフの皆さん方は運営ボランティアとして登
録し、リハーサル大会でも活動してくださるなど、頼も
しいサポーターです。
　静かな神代小路を散策して国見資料館で古代へタ
イムスリップした後は、ぜひ国体コーナーにも足を止
めてかわいいディスプレイをご堪能ください。

馬術競技リハーサル大会
　■会期　平成26年6月14日（土）～15日（日）
　■会場　雲仙市特設馬術競技場
　　　　　（多比良港埋立地）

日　程
2月10日（月）～19日（水）
2月20日（木）～27日（木）
3月4日（火）～11日（火）

場　所
小浜総合支所ロビー
千々石公民館ロビー
ハマユリックスホールロビー

3月20日（木）～25日（火） 吾妻体育館ロビー

がんばくん、らんばちゃんのペットボトルキャップアートの前で記念撮影♪

がんばくんが埴輪の馬に乗っています！ 雲仙市歴史資料館国見展示館の国体
コーナー

写真1　霧島ジオパークで、火山噴火後の植
生の回復を学ぶ島原高校の生徒たち。
写真2　自らが考案した商品を、東京渋谷・表
参道でPR・販売する島原商業高校の生徒たち。
写真3　島原半島ジオパークかるた。
写真4　第5回ジオパーク国際ユネスコ会議
の時に、海外からのお客様をおもてなしした
北有馬小学校の子どもたち。
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どんな栄養成分がどのくらい含まれているのか、一目で分かるようにしたものを栄養成分表示といいます。栄
養成分表示を目安にし、またそれを見ることを習慣化することで食品の選択や栄養成分の過不足の確認などに
役立てましょう。※栄養成分表示は任意の制度であるため、全ての食品に書かれているとは限りません。

No.3 問 消費生活センター　☎38-7830

　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　　　　　

　　

男
女
が
互
い
を
認
め
合
い
、尊
重
し
、協
力
し
合
う
ま
ち　

雲
仙
市

Vol.71

雲
仙
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
政
策
企
画
課
内
）　

☎
38-

３
１
１
１

問

国は、男女共同参画社会の形成の促進に関し、社会のあらゆる分野における政策・方針決定過
程への女性の参画状況及び地方公共団体における男女共同参画に関する取組の推進状況につ
いて、毎年調査を実施しており、平成25年度の調査結果が公表されました。

●国の第3次男女共同参画基本計画の成果目標

世界経済フォーラムが平成25年10月に、各国における男女格差を測る※ジェンダー・ギャップ
指数を発表し、日本は136か国中105位（2012年は135か国中101位）でした。本指数は、経済
分野・教育分野・政治分野および保健分野のデータを基に順位付けられ、政治分野における女性
の割合や女性管理職の割合の低さなどが順位に反映されているようです。
　※ジェンダー：社会的、文化的に形成された性別

■市では、歯周病予防健診の助成を行っています。
■対象者には平成25年5月に下図（桃色）の通知を送付しています。

《対象者》40・45・50・55・60・65・70歳
（平成26年3月31日現在年齢）
《実施期間》平成26年3月31日まで
《自己負担金》500円
70歳および生活保護受給者（市が発行する確認書が必
要）は無料

0101010101010101010101010101

問 健康づくり課　☎38-3111

地方公共団体の長（都道府県知事）
　　　〃　　　　　　　（市区長）
　　　〃　　　　　　　（町村長）
地方議会 （都道府県議会）

　　〃　 （町村議会）
　　〃　 （市区議会）

女性数
3人

15人
5人
232人
2,696人
997人

女性の割合
6.4％
1.8％
0.5％
8.7％
13.4％
8.6％

項目
自治会長

都道府県防災会議（女性委員
が登用されていない組織数）

全国の女性消防団員数
農業委員会（女性委員が登用さ
れていない組織数）

成果目標（期限）
10％（平成27年）

0（平成27年）

10万人

0（平成25年）

2011年 2012年 2013年
4.3％

12

19,577人

711

4.4％

7

20,109人

670

4.5％

0

20,785人

－

歯と歯ぐき（歯肉）の隙間（歯周ポケット）から侵
入した細菌が、歯肉に炎症を引き起こし、さらには
歯を支える骨（歯槽骨）を溶かしてしまう病気を歯
周病といいます。
むし歯と異なり、痛みが出ないことが多いので、
気づかないうちに進行し、歯が自然に抜け落ちる
ほど重症になることがあります。
歯を失う原因（図１）は、主に歯周病もしくはむし

歯によるものです。特に初期の段階では、自覚症状
がほとんど出ないので、歯科医療機関での検査を
受けることが必要です。

平成24年度の雲仙市歯周病予防健診結果（図
2）より、8割程度の人で何らかの歯周疾患が確認
されました。しかし、歯科で定期健診を受けている
人の割合は2割程度（雲仙市お口の健康相談問診
結果）と低い現状にあります。

歯周病
42%

虫歯
32%

破折
11%

矯正
1% その他

13%

無効
1%

無回答
0%

〈出典〉8020推進財団・全国抜歯原因調査（2005）

（図1）　抜歯の原因

〈出典〉平成24年度雲仙市歯周病予防健診結果

（図2）　歯周の診断結果割合

18%

11%

23%

35%

13% ■健全
■出血あり
■歯石あり
■歯周ポケット
　4～5mm
■歯周ポケット
　6mm以上

歯周疾患
82%
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どんな栄養成分がどのくらい含まれているのか、一目で分かるようにしたものを栄養成分表示といいます。栄
養成分表示を目安にし、またそれを見ることを習慣化することで食品の選択や栄養成分の過不足の確認などに
役立てましょう。※栄養成分表示は任意の制度であるため、全ての食品に書かれているとは限りません。
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国は、男女共同参画社会の形成の促進に関し、社会のあらゆる分野における政策・方針決定過
程への女性の参画状況及び地方公共団体における男女共同参画に関する取組の推進状況につ
いて、毎年調査を実施しており、平成25年度の調査結果が公表されました。

●国の第3次男女共同参画基本計画の成果目標

世界経済フォーラムが平成25年10月に、各国における男女格差を測る※ジェンダー・ギャップ
指数を発表し、日本は136か国中105位（2012年は135か国中101位）でした。本指数は、経済
分野・教育分野・政治分野および保健分野のデータを基に順位付けられ、政治分野における女性
の割合や女性管理職の割合の低さなどが順位に反映されているようです。
　※ジェンダー：社会的、文化的に形成された性別

■市では、歯周病予防健診の助成を行っています。
■対象者には平成25年5月に下図（桃色）の通知を送付しています。

《対象者》40・45・50・55・60・65・70歳
（平成26年3月31日現在年齢）
《実施期間》平成26年3月31日まで
《自己負担金》500円
70歳および生活保護受給者（市が発行する確認書が必
要）は無料
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歯と歯ぐき（歯肉）の隙間（歯周ポケット）から侵
入した細菌が、歯肉に炎症を引き起こし、さらには
歯を支える骨（歯槽骨）を溶かしてしまう病気を歯
周病といいます。
むし歯と異なり、痛みが出ないことが多いので、
気づかないうちに進行し、歯が自然に抜け落ちる
ほど重症になることがあります。
歯を失う原因（図１）は、主に歯周病もしくはむし

歯によるものです。特に初期の段階では、自覚症状
がほとんど出ないので、歯科医療機関での検査を
受けることが必要です。

平成24年度の雲仙市歯周病予防健診結果（図
2）より、8割程度の人で何らかの歯周疾患が確認
されました。しかし、歯科で定期健診を受けている
人の割合は2割程度（雲仙市お口の健康相談問診
結果）と低い現状にあります。
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〈出典〉8020推進財団・全国抜歯原因調査（2005）

（図1）　抜歯の原因

〈出典〉平成24年度雲仙市歯周病予防健診結果

（図2）　歯周の診断結果割合
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子ども支援課（☎36-2500）問

施設名・問合わせ 開設日時等

【たいら保育園】
みるきぃ
（☎７８－５６５５）

★月～金曜日10:00～15:00
　開園・園庭開放
☆ベビーマッサージ　
　毎週行っています。詳しくは「くにみ

子ども園」のホームページ　
　http://www.kunimikodomoen.jp/

【ＮＰＯ法人
子育てネット
やまぼうしの会】
ぽっかぽか
（☎７８－２５２８）

★国見ひろば　
　火・木・金曜日・第2、第4日曜日
　10：00～15：00
　場所…国見農村環境改善センター内
★出張愛野ひろば
　毎週月・水曜日（10：00～15：00） 
　場所…愛野保健福祉センター　
　第1月曜日…親子で楽しむ絵本と

わらべうたの世界（13：30～）

【洗心保育園】
アリス
（☎７７－２７２７）

★火・木・金曜日・第2、第4土曜日
　10：00～15：00開園

【うせん辻幼稚園】
ピヨちゃんクラブ
（☎３８－３３０６）

★月・水・金曜日10：00～15：00
　園庭開放、ひろば開放

☆第2・4金曜日：親子教室(無料)　
　お誕生者紹介

施設名・問合わせ 開設日時等

【すぎのこ保育園】
子育て支援センター
（☎３６－１７７２）

★月・水・金曜日10：00～15：00開園

第4金曜日…出張子育て教室
※愛野保健福祉センターにて

（10：30～11：30）

【なかよし保育園】
なかよしチャット
（☎37－6306）

★月～金曜日午前：9：30～12：00、
　午後：13：00～15：30開園
☆絵本の時間：毎週月曜日
☆遊びの広場：毎週木曜日

【小浜保育園】
すくすくルーム
（☎７６－０１１７）

★月～金曜日10：00～15：00開園

☆親子教室…毎週火・金曜日
10：00～12：00

　毎週金曜日：ベビーマッサージ
　　　　　　　（10：15～）
　第２火曜日：身体測定の日　
　その他火曜日：親子ピクニック、

お話など

【八幡保育園】
地域子育て支援
センター
（☎８８－２１７７）

★月～金曜日10：00～15：00開園

☆親子遊び…毎週水曜日
☆らく ★ 楽　ヨガ ☆　第1・第2月曜日
　【無料…13：15～14：15】
　～どなた様でも、

お気軽に参加できます～

【串山保育園】
子育てスペース
「あおぞら」
（☎８８－２６８５）

★月～金曜日10：00～15：00開園
★第2・第4水曜日　親子教室

※�市ホームページに各センターの行事予定などを詳しく掲載し
ています。

●2月の 『子育て支援センター』 情報 【八幡保育園】　地域子育て支援センター
お母さんと遊べて
楽しいな

「らく★楽ヨガ」
子どもと一緒に
リフレッシュ！

【洗心保育園】　アリス

□子育てサポートセンターからのお知らせ
保育園や学童クラブへの送迎、残業中の預かりなど　子育て中の“ちょっと困った！”を解決す
る応援をしています。育児の支援を受けたい人（依頼会員）やそれをサポートしてくださる人（協
力会員）を募集しています。詳しくは子育てサポートセンターまでご連絡ください。
� お問い合わせは『子育てサポートセンター』　☎36-2500まで。

FanFan
プログラム

『英語教室』

お誕生会
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子ども支援課（☎36-2500）問

対　象　者
　　　　　　　　・第2期　（5歳以上7歳未満の小学校就学前の子ども）
　　　　　　　　・平成19年4月2日〜平成20年4月1日生まれの人

接種回数等
　　　　　　・接種回数は1回で、接種料は無料です。

◎　�第２期対象の人は接種期限が3月31日までとなっています。これを過ぎると任意接種となり、有料
となります。まだ接種が済んでいない人は、早めに受けましょう。

対　象　者
　　　　・11歳以上13歳未満の人（標準的接種年齢として小学校6年生）

接種回数等
　　　　・接種回数は1回で、接種料は無料です。

◎　�二種混合（ジフテリア・破傷風）は、幼児期に接種した三種混合の免疫を高めるために受ける予
防接種です。対象年齢をすぎると任意接種となり、有料となります。まだ接種が済んでいない人は、
早めに受けましょう。

日時　2月9日（日）午前10時30分～正午

場所　愛野保健福祉センター

内容　遊びを通しての交流　育児相談　ミニ講話

対象者　病児・病後児保育事業に登録している会員
	　　　　（病児・病後児保育を利用してみたい人もお気軽にご参加ください。）

予防接種はおすみですか？

「訪問型」病児・病後児保育交流会を開催します
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問　長崎県看護協会病児・病後児保育サポートセンター   　☎0957(25)0807

問　子ども支援課　☎36-2500

　雲仙市では訪問型病児・病後児保育を長崎県看護協会に委託して昨年9月から開始しています。
　そこで、利用登録をしている会員の家族や子どもが顔見知りになり、安心して預けていただくために
看護職のサポーターとの交流会を開催します。
　お子さま同伴でご気軽におでかけください。

麻しん・風しん予防接種

二種混合予防接種



問　雲仙市図書館　☎78-3977

　◆2月22日（土） 
　　午前10時～11時30分　ホール 
　　　⇒回転木馬おはなし会 
　　午後2時～3時　ホール 
　　　⇒人形劇「シンデレラ」 
　　　　※2月1日より整理券を配布（先着100枚）
　　　　主催：国見町文化協会
　◆2月23日（日）
　　午前10時～11時　ホール
　　　⇒あつまるんば子どもクラブ発表会
　　　⇒南串山・津軽三味線倶楽部（友情出演）
　　午前11時～正午　ロビー
　　　⇒あつまるんば子どもクラブ体験コーナー
　　午後1時～3時　リハーサル室
　　　⇒エコクラフト教室（定員15人）
　　　　材料費：300円
　　　　申込み：2月20日まで（多数の場合は抽選）
　　　　※申込は雲仙市図書館カウンターへ
　　午後1時～1時30分　ホール
　　　⇒がんばらんばクイズ大会（申込不要）
　　　　がんばくん＆らんばちゃんと楽しくクイズをしよう！

（2月23日続き）
　　午後3時～4時　ロビー
　　　⇒小物づくり教室（申込不要）
　　　　材料費：ひとつ100円
　　　　　　　 （フェルトストラップ・ビーズブレスレット）
　　　　※当日参加ＯＫ！

＜2日間開催＞ 
★しおりプレゼント 
★ブックリサイクル（午前10時～午後6時）

こころをつなぐ　明日をつなぐ　家族の真ん中に「うちどく（家読）」

日時　2月23日（日）午後2時～3時30分
場所　国見町文化会館　ホール
講師　中島　進（なかじま　すすむ）氏
　　　佐賀県武雄市御船外丘小学校　主幹教諭
　　　家読推進プロジェクト事務局長
演題　「音楽と絵本で綴る家読の世界」

問い合わせ　生涯学習課　☎37-3113

雲仙市図書ボランティアグループ協議会（回転木馬）の研修会の一環で、神
戸親和女子大学教授の笹倉剛先生を講師に招き、雲仙市の図書室をよりよく
利用しやすくするためにはどうすればいいのか、実際に千々石町公民館図書
室をモデルに、12月7日、8日の2日間リニューアル研修会を開催しました。
きれいになった千々石町公民館図書室にぜひおいでください。

問　千々石町公民館　☎37-2520

　12月定例教育委員会におきまして、「馬場家文書」（19点）が雲仙市
指定文化財に指定されました。
　旧南串山村庄屋の馬場家に残された古文書19点には、島原藩の歴
史的な記録がしたためられており、郷土の歴史を伝える資料として価値
が高いことから、市指定文化財に指定することとなりました。
　なお、馬場家文書の一部は、現在、雲仙市歴史資料館南串山展示館
に展示しています。皆さんのご来館をお待ちしています。
　場所　雲仙市歴史資料館南串山展示館（雲仙市南串山町甲2717-4）
　開館日　月～金曜日（火・木曜日はスタッフ常駐）
　開館時間　午前9時から午後5時　　　　　　
　入館料　無料
　　※都合により、休館する場合がありますので、見学を希望する人は
　　　事前に生涯学習課文化財班へご連絡ください。
　問い合わせ　生涯学習課文化財班☎37-3113

馬場家文書

どこの地区でもいくつでも！『自分づくり』・『仲間づく
り』を始めませんか？個人で、あるいは仲間とともに、楽
しく学びましょう♪申込み受付は、生涯学習課各駐在
または公民館で平日の午前9時から午後5時までです。

　今回は「魚のさばき方・魚料理」を中心に、男性にでも簡
単に覚えられる料理を作ります。
【日時】2月22日（土）午前9時30分～午後1時
【場所】吾妻町ふるさと会館　調理実習室
【対象】一般男性　　　　 　【定員】先着20人
【講師】雲仙市食生活改善推進員連絡協議会 吾妻支部
【費用】550円（材料代、テキスト代）
【持参品】エプロン、三角巾、手拭用タオル、米１合
【申込先】吾妻駐在　☎38-3108
【申込期間】2月3日（月）～18日（火）

　薬草を使った料理を作りながら、その薬草の効能や正し
い食べ方、飲み方などを学びます。
【日時】2月27日、3月6日（毎週木曜日、全2回）
　　　午前10時～午後1時　
【場所】千々石町公民館
【対象】一般　　　　　　　【定員】先着20人
【講師】原田　洋子　氏　（長崎おふくろの味を守る会）
【費用】各500円（食材費）
【持参品】エプロン、三角巾、手拭用タオル　　
【申込先】千々石町公民館 ☎37-2520　
【申込期間】2月3日（月）～14日（金）

【内容】国際交流員の金さんから、韓国のとっておきの話や
料理を教えていただき、韓国気分を満喫しましょう♪
　・小浜会場　①・②家族がアッと驚く美味レシピ～韓国編～
　・南串山会場 ③「韓国料理をつくろう」
 ④「金さんが教える！とっておきの韓国」
【日時・場所】 
小浜会場（南本町公民館）
  ①2月26日（水）午後1時30分～3時30分　　　　
  ②2月27日（木）午前10時30分～午後0時30分
南串山会場（南串山保健福祉センター）　
  ③2月26日（水）午前10時30分～午後0時30分　
  ④2月27日（木）午後1時30分～午後3時30分
【講師】金　銀淑　氏　（国際交流員）
【対象】一般　　　　　　　　【定員】各20人
【費用】①②③500円程度、④無料
【持参品】①②③エプロン、三角巾、手拭用タオル、筆記用
具　④筆記用具
【申込先】 小浜駐在 ☎74-5501
 南串山駐在 ☎88-3114
【申込期間】2月3日(月)～19日(水)　

　身体の健康と同じくらい大切な心の健康！瀬高観音庵の
庵主様にココロがほっとする法話をしていただき、今後ます
ます元気で暮らせる糧にしましょう。
【日時】2月13日（木）午後2時～3時30分
【場所】ハマユリックスホール（大会議室）
【講師】渋澤　弘道　氏　（瀬高観音庵庵主）
【対象】一般  【定員】30人  【費用】無料  【持参品】なし
【申込先】南串山駐在　☎88-3114
【申込期限】2月10日（月）まで

　身近な材料を使って自分だけのめがねケースや鍋敷き、
コースター、布で作ったネックレスなどを作りましょう。　
【日時】2月21日、28日、3月7日（毎週金曜日、全3回）
         午後1時30分～午後3時30分
【場所】千々石町公民館
【対象】一般　               【定員】先着15人
【費用】材料費500円　
【持参品】はさみ、カッター、カッティングボード、木工用ボン
ド、牛乳パック1Ｌ2本、和紙
【申込先】千々石町公民館 ☎37-2520　
【申込期間】2月3日（月）～14日（金）

　初めてでもできるかわいいバッグを作ります。たのしくわ
いわいパッチワークしましょう！
【日時】3月5日（水）、14日（金）、19日（水）、26日（水）
　　　（全４回）  午後1時30分～午後3時30分 
【場所】国見農村環境改善センター
【対象】一般 【定員】先着15人
【講師】帆足　敦子氏 【費用】1,500円程度（材料費）
【持参品】裁縫道具、使用したい布があれば持参
【申込先】国見駐在　☎78-1100
【申込期間】2月3日（月）～21日（金）

　何年も着ていない着物がタンスに眠っていませんか…綿入れはんてん作りで古き良き着物を再びよみがえらせましょう♪
【日時】2月14日（金）、19日（水）、21日（金）、26日（水）、28（金）午後1時～4時
【場所】南串山保健福祉センター（多目的集会室）　【講師】酒井　ミネ子　氏　【対象】一般 【定員】15人　【費用】無料
【持参品】裁縫道具、再利用可能な着物か羽織一着　（着物・羽織がない人は好きな柄の布）
【申込先】南串山駐在　　☎88-3114　　　　　　　　　 【申込期限】2月10日（月）まで
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問　雲仙市図書館　☎78-3977

　◆2月22日（土） 
　　午前10時～11時30分　ホール 
　　　⇒回転木馬おはなし会 
　　午後2時～3時　ホール 
　　　⇒人形劇「シンデレラ」 
　　　　※2月1日より整理券を配布（先着100枚）
　　　　主催：国見町文化協会
　◆2月23日（日）
　　午前10時～11時　ホール
　　　⇒あつまるんば子どもクラブ発表会
　　　⇒南串山・津軽三味線倶楽部（友情出演）
　　午前11時～正午　ロビー
　　　⇒あつまるんば子どもクラブ体験コーナー
　　午後1時～3時　リハーサル室
　　　⇒エコクラフト教室（定員15人）
　　　　材料費：300円
　　　　申込み：2月20日まで（多数の場合は抽選）
　　　　※申込は雲仙市図書館カウンターへ
　　午後1時～1時30分　ホール
　　　⇒がんばらんばクイズ大会（申込不要）
　　　　がんばくん＆らんばちゃんと楽しくクイズをしよう！

（2月23日続き）
　　午後3時～4時　ロビー
　　　⇒小物づくり教室（申込不要）
　　　　材料費：ひとつ100円
　　　　　　　 （フェルトストラップ・ビーズブレスレット）
　　　　※当日参加ＯＫ！

＜2日間開催＞ 
★しおりプレゼント 
★ブックリサイクル（午前10時～午後6時）

こころをつなぐ　明日をつなぐ　家族の真ん中に「うちどく（家読）」

日時　2月23日（日）午後2時～3時30分
場所　国見町文化会館　ホール
講師　中島　進（なかじま　すすむ）氏
　　　佐賀県武雄市御船外丘小学校　主幹教諭
　　　家読推進プロジェクト事務局長
演題　「音楽と絵本で綴る家読の世界」

問い合わせ　生涯学習課　☎37-3113

雲仙市図書ボランティアグループ協議会（回転木馬）の研修会の一環で、神
戸親和女子大学教授の笹倉剛先生を講師に招き、雲仙市の図書室をよりよく
利用しやすくするためにはどうすればいいのか、実際に千々石町公民館図書
室をモデルに、12月7日、8日の2日間リニューアル研修会を開催しました。
きれいになった千々石町公民館図書室にぜひおいでください。

問　千々石町公民館　☎37-2520

　12月定例教育委員会におきまして、「馬場家文書」（19点）が雲仙市
指定文化財に指定されました。
　旧南串山村庄屋の馬場家に残された古文書19点には、島原藩の歴
史的な記録がしたためられており、郷土の歴史を伝える資料として価値
が高いことから、市指定文化財に指定することとなりました。
　なお、馬場家文書の一部は、現在、雲仙市歴史資料館南串山展示館
に展示しています。皆さんのご来館をお待ちしています。
　場所　雲仙市歴史資料館南串山展示館（雲仙市南串山町甲2717-4）
　開館日　月～金曜日（火・木曜日はスタッフ常駐）
　開館時間　午前9時から午後5時　　　　　　
　入館料　無料
　　※都合により、休館する場合がありますので、見学を希望する人は
　　　事前に生涯学習課文化財班へご連絡ください。
　問い合わせ　生涯学習課文化財班☎37-3113

馬場家文書

どこの地区でもいくつでも！『自分づくり』・『仲間づく
り』を始めませんか？個人で、あるいは仲間とともに、楽
しく学びましょう♪申込み受付は、生涯学習課各駐在
または公民館で平日の午前9時から午後5時までです。

　今回は「魚のさばき方・魚料理」を中心に、男性にでも簡
単に覚えられる料理を作ります。
【日時】2月22日（土）午前9時30分～午後1時
【場所】吾妻町ふるさと会館　調理実習室
【対象】一般男性　　　　 　【定員】先着20人
【講師】雲仙市食生活改善推進員連絡協議会 吾妻支部
【費用】550円（材料代、テキスト代）
【持参品】エプロン、三角巾、手拭用タオル、米１合
【申込先】吾妻駐在　☎38-3108
【申込期間】2月3日（月）～18日（火）

　薬草を使った料理を作りながら、その薬草の効能や正し
い食べ方、飲み方などを学びます。
【日時】2月27日、3月6日（毎週木曜日、全2回）
　　　午前10時～午後1時　
【場所】千々石町公民館
【対象】一般　　　　　　　【定員】先着20人
【講師】原田　洋子　氏　（長崎おふくろの味を守る会）
【費用】各500円（食材費）
【持参品】エプロン、三角巾、手拭用タオル　　
【申込先】千々石町公民館 ☎37-2520　
【申込期間】2月3日（月）～14日（金）

【内容】国際交流員の金さんから、韓国のとっておきの話や
料理を教えていただき、韓国気分を満喫しましょう♪
　・小浜会場　①・②家族がアッと驚く美味レシピ～韓国編～
　・南串山会場 ③「韓国料理をつくろう」
 ④「金さんが教える！とっておきの韓国」
【日時・場所】 
小浜会場（南本町公民館）
  ①2月26日（水）午後1時30分～3時30分　　　　
  ②2月27日（木）午前10時30分～午後0時30分
南串山会場（南串山保健福祉センター）　
  ③2月26日（水）午前10時30分～午後0時30分　
  ④2月27日（木）午後1時30分～午後3時30分
【講師】金　銀淑　氏　（国際交流員）
【対象】一般　　　　　　　　【定員】各20人
【費用】①②③500円程度、④無料
【持参品】①②③エプロン、三角巾、手拭用タオル、筆記用
具　④筆記用具
【申込先】 小浜駐在 ☎74-5501
 南串山駐在 ☎88-3114
【申込期間】2月3日(月)～19日(水)　

　身体の健康と同じくらい大切な心の健康！瀬高観音庵の
庵主様にココロがほっとする法話をしていただき、今後ます
ます元気で暮らせる糧にしましょう。
【日時】2月13日（木）午後2時～3時30分
【場所】ハマユリックスホール（大会議室）
【講師】渋澤　弘道　氏　（瀬高観音庵庵主）
【対象】一般  【定員】30人  【費用】無料  【持参品】なし
【申込先】南串山駐在　☎88-3114
【申込期限】2月10日（月）まで

　身近な材料を使って自分だけのめがねケースや鍋敷き、
コースター、布で作ったネックレスなどを作りましょう。　
【日時】2月21日、28日、3月7日（毎週金曜日、全3回）
         午後1時30分～午後3時30分
【場所】千々石町公民館
【対象】一般　               【定員】先着15人
【費用】材料費500円　
【持参品】はさみ、カッター、カッティングボード、木工用ボン
ド、牛乳パック1Ｌ2本、和紙
【申込先】千々石町公民館 ☎37-2520　
【申込期間】2月3日（月）～14日（金）

　初めてでもできるかわいいバッグを作ります。たのしくわ
いわいパッチワークしましょう！
【日時】3月5日（水）、14日（金）、19日（水）、26日（水）
　　　（全４回）  午後1時30分～午後3時30分 
【場所】国見農村環境改善センター
【対象】一般 【定員】先着15人
【講師】帆足　敦子氏 【費用】1,500円程度（材料費）
【持参品】裁縫道具、使用したい布があれば持参
【申込先】国見駐在　☎78-1100
【申込期間】2月3日（月）～21日（金）

　何年も着ていない着物がタンスに眠っていませんか…綿入れはんてん作りで古き良き着物を再びよみがえらせましょう♪
【日時】2月14日（金）、19日（水）、21日（金）、26日（水）、28（金）午後1時～4時
【場所】南串山保健福祉センター（多目的集会室）　【講師】酒井　ミネ子　氏　【対象】一般 【定員】15人　【費用】無料
【持参品】裁縫道具、再利用可能な着物か羽織一着　（着物・羽織がない人は好きな柄の布）
【申込先】南串山駐在　　☎88-3114　　　　　　　　　 【申込期限】2月10日（月）まで
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←
雲仙ハマチのつかみ取り

　12月15日、開通を目前に控えた一般国道251号「愛野森山バイパス」で、開通前のプレイベントとしてウォーキン
グ大会が開催されました。大会には400人近い人が参加し、真新しい道路（雲仙市愛野町と諫早市森山町を結ぶ約
1.8キロメートルを往復）を思い思いのペースで歩きました。また、同バイパスは12月21日開通しました。この道路は、
南島原市から島原市、雲仙市を経て、諫早市まで結ぶ延長約50キロメートルの地域高規格道路「島原道路」の一部
であり、県内主要都市間との時間短縮や定時性確保、地域の産業・観光の活性化を担う道路として期待されていま
す。また、渋滞箇所である愛野交差点のバイパスとしての役割も担っており、この完成により愛野交差点の混雑解消
も見込まれています。

（写真上）12月15日、プレイベントのウォーキング大会の様子。天気にも恵まれ、参加者は周りの風景を楽しみながら歩いた。
　　　　※愛野森山バイパスは自動車専用道路のため、開通後の現在は歩行者の通行はできません。
（写真下）12月21日、開通セレモニーの様子。
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やるばい！
するばい！
がんばるばい！

「65歳以上の人」

■ 問い合わせ　福祉課　高齢者福祉班（☎36-2500）

〔がまだす川柳〕体操で　心と体　若返る
	 （島田　理也子）

元気になれる出前教室

 2月　ころばんごと がんばらんば体操教室 
地区名 場　所（教室名） 時　間 開催日

国　見 国見農村環境改善センター (なごやか会) 14：00～15：30 毎週木曜日
神代研修センター (緋寒桜健康クラブ) 10：00～11：30 毎週水曜日

瑞　穂 瑞穂町公民館（あけぼの会） 13：30～15：00 4日（火）、18日（火）
吾　妻 栗馬公民館 13：30～15：00 毎週水曜日

愛　野

愛野町公民館 13：30～15：00 10日(月)、24日（月）
新崎公民館（千鳥会） 13：30～15：00 11日（火）、25日(火)
浜口公民館（千歳会） 13：30～15：00 毎週火曜日
本町公民館 13：30～15：00 毎週木曜日

千々石
木場ふれあいセンター 13：30～15：00 3日(月)、17日（月）

千々石保健センター 13：30～15：00 12日（水）、19日 ( 水 )、
26日（水）

小　浜

南本町公民館 13：30～14：30 毎週水曜日
木津漁民集会場

13：30～15：00

毎週木曜日
北串住民センター 毎週金曜日
北野公民館 毎週月曜日
小田山公民館 毎週水曜日
富津漁民センター 毎週木曜日
雲仙やまびこ会館 毎週月曜日
金浜公民館 毎週火曜日
木指公民館 毎週火曜日

南串山

南串山保健福祉センター

13：30～15：00

4日（火）、25日(火)
西浜公民館 毎週金曜日
塚ノ山公民館（げんき塾） 11日（火）、18日(火)
内平ふれあいセンター（げんき塾） 20日（木）
谷間川公民館（げんき塾） 12日(水)
鬼池公民館（げんき塾） 28日(金)

 2月　介護予防教室 
地区名 教室名 場　所 時　間 開催日
愛　野 愛のほがらか教室 愛野町公民館

13：30～15：00
3日(月)、17日（月）

千々石 さくら会 千々石保健センター 5日(水)
小　浜 ジャカランダ健康クラブ 小浜老人福祉センター 13日(木)、27日（木）

自主で行っている転倒予防教室です。
ころばんごと がんばらんば体操を行います。

福祉事務所スタッフまたはボランティアが行っています。健康体操、脳のトレー
ニング、レクリエーション、歌、健口体操などを行います。

雲仙市では、65歳以上の人を対象とした「元気になれる出前
教室」を、各地区の老人クラブや各種グループを対象に、保
健師・看護師が楽しく開いています。内容や日時など何でも
お気軽にお尋ねください。

「ころばんごとがんばらんば体操」

楽しい替え歌 認知症予防のゲーム など・・・
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合
）

▼
井
上　

映
子（
少
路･

朝
日
山
）

▼
草
野　

勝
子（
西
中･

東
中
）

▼
吉
岡　

誠
一（
宮
ノ
丁･

田
之
中･

刈
水
）

▼
三
好　

範
子
（
北
湯
ノ
崎･

南
湯

ノ 

崎･

新
湯
ノ
崎･

マ
リ
ー
ナ
）

▼
草
野　

明
子（
山
ノ
上
）

▼
佐
藤　

忠
隆（
小
浜
病
院･

脇
浜･

上
脇
）

▼
森
田　

元
夫（
道
前･

び
ん
串
）

▼
伊
德　

英
雄（
日
当･

蔭
平
）

▼
荒
木　

昭
久（
新
町･

上
須
賀･

中

須
賀
）

▼
荒
木　

勇
治（
下
須
賀･

小
田
崎･

林
ノ
内
）

▼
金
澤　

秀
司（
小
田
山･

大
木
場
）

▼
濵
田　
　

悟（
小
地
獄
）

▼
荒
木　

冨
子（
新
湯
）

▼
松
尾　

啓
子（
寺
ノ
馬
場
）

▼
野
口　

邦
夫（
古
湯･

別
所
）

▼
出
口　

秀
昭（
浜
口･

浜･

野
中
）

▼
本
田　

修
一（
下
木
場･

上
木
場･   

目
付
石
）

▼
笹
田　

幸（
大
亀･

小
野
河
内
）

▼
松
永　

東
一（
上
区･

中
区
）

▼
田
中
奈
壽
子（
下
区･

原
区･

茂
尾
）

▼
松
島　

民
廣（
菜
切･

清
水･

上
方

･ 

浜
方
）

▼
森
芳　

國
和（
影
平･

上
光
手･

下 

光
手
）

◆
中
田　

七
生（
小
浜
町
全
地
区
）

◆
田
中　

信
子（
小
浜
町
全
地
区
）

南
串
山
町

▼
茂　
　

和
夫（
鬼
池
）

▼
三
宅　

淳
子（
白
頭･

板
引
）

▼
大
石　

親
德（
門
山･

樫
峯
）

▼
志
方　

敏
一
（
加
例
川･

井
手
ノ

上･ 

日
原
）

▼
加
藤　

靖
子（
上
太
良･

妙
見･

椎   

木
川
）

▼
永
吉　

和
洋（
溜
水･

新
山･

内
平
）

▼
竹
下　

秀
也（
上
木
場･

西
浜
）

▼
久
米　

一
晃（
水
ノ
浦
）

▼
和
田　

淳
子（
田
ノ
平
）

▼
森
重　

敏
勝（
塚
ノ
山･

中
ノ
湯
）

▼
柿
田　

敏（
坂
上
奥
）

▼
井
上
サ
ミ
ヱ（
谷
間
川
）

▼
松
山　

孝
則（
小
竹
木
）

◆
酒
井　

通
子（
南
串
山
町
全
地
区
）

◆
菅  　

文
子（
南
串
山
町
全
地
区
）

◎
退
任
し
た
委
員
に
感
謝
状

　

今
回
の
任
期
満
了
に
伴
い
、退
任

さ
れ
た
委
員
42
人
へ
、厚
生
労
働
大

臣
感
謝
状
や
県
知
事
礼
状
、市
か
ら

の
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。こ

れ
ま
で
、住
民
の
良
き
相
談
相
手
と

し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た

め
に
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
受
領
者

国
見
町

▼
前
田　

清
春　

▼
上
村　

博
子

▼
米
田　

敏
孝　

▼
森
瀬
テ
ル

▼
西
田　

末
子　

▼
吉
田　

静
子

▼
松
尾　

春
美　

▼
野
田　
　

稔

瑞
穂
町

▼
髙
田　

宣
子　

▼
宮
﨑　

泰
治

▼
平
山　

信
重　

▼
宮
川
嘉
久
雄

▼
駒
田　

惠
子　

吾
妻
町

▼
一
山　

直
義　

▼
東　
　

良
隆

▼
横
田　

憲
章　

▼
島
田　

孝
明

▼
長
谷
川　

廣　

▼
宮
﨑　

幸
次

▼
秋
山　

里
江　

愛
野
町

▼
鶴
﨑　
　

保　

▼
町
田　

秀
子

千
々
石
町

▼
町
田　

桂
子　

▼
町
田　

千
年

小
浜
町

▼
津
田　

忠
義　

▼
宅
島　

知
子

▼
本
多　
　

新　

▼
金
子　

昭
俊

南
串
山
町

▼
中
村　

久
子　

▼
永
江
タ
カ
子

▼
永
田　
　

董　

▼
中
村　

一
七

▼
井
上　

理
人　

▼
木
村　

令
子

知
事
礼
状
受
領
者

国
見
町

▼
田
中　

文
子　

▼
林
田
久
美
子

▼
吉
田　

和
美

瑞
穂
町

▼
鵜
殿　

隆
夫　

▼
原
口　

博
子

愛
野
町

▼
佐
藤　

勇
一

小
浜
町

▼
川
原　

安
惠　

▼
岡
野　

紘
一

問　

福
祉
課　

☎
36-

２
５
０
０

感
謝
状
贈
呈
の
様
子
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20● 広報うんぜん
平成26年2月



〜
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
皆
さ

ん
の
立
場
に
立
っ
て
心
配
ご
と
や
困

っ
た
こ
と
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
の
こ
と
、学
校
の
こ
と
、介

護
の
こ
と
、経
済
的
な
こ
と
な
ど
、な

ん
で
も
構
い
ま
せ
ん
。気
軽
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

（
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

※（　

）は
担
当
地
区

※
◆
は
主
任
児
童
委
員
で
児
童
福

祉
専
門

◎
新
し
く
選
任
さ
れ
た
委
員

任
期
…
平
成
25
年
12
月
１
日
〜

               

平
成
28
年
11
月
30
日

国
見
町

▼
佐
藤　

忠
壽（
魚
洗
川･

百
花
台･

小
ケ
倉
）

▼
荒
木　

保
子（
金
山
）

▼
山
本
久
美
子（
植
松･

原
口
）

▼
竹
田　

周
三（
中
高
下･

下
高
下･ 

田
久
保
）

▼
和
住　

友
子
（
馬
場
第
一･

馬
場

第
二
）

▼
石
田　

み
を（
轟
木
）

▼
林
田　

哲
郎（
港
町
）

▼
遠
藤　

家
持（
船
津
東
）

▼
下
田　

和
子（
船
津
中
央
）

▼
釣
川　

義
紀（
船
津
西
）

▼
酒
井　

忠
信（
八
斗
木
）

▼
森
本　

光
枝（
宮
田
）

▼
太
田　

正
剛（
篠
原･

川
原
田
）

▼
稲
本　

道
之（
今
出･

尾
茂
）

▼
森　
　
　

久（
南
下
原
）

▼
吉
田　

文
子（
北
下
原
東
）

▼
本
田　

邦
幸（
北
下
原
西
）

▼
吉
田　

正
昭（
山
ノ
上･

楠
高
）

▼
園
田　

勝
利（
東
里
）

▼
福
島　

勝
信（
西
里
）

▼
前
田　

峯
子（
上
里･

上
古
賀
）

▼
川
浪　

由
美
子（
下
古
賀
）

▼
鈴
木　

茂
光（
片
田
）

▼
田
原　

洋
子（
小
路･

向
町
）

▼
宮
本　

雅
博（
川
西
）

▼
井
上　
　

正（
川
東
）

◆
桑
田　

博
文（
国
見
町
全
地
区
）

◆
堺　
　

光
憲（
国
見
町
全
地
区
）

瑞
穂
町

▼
神
埼　

良
次（
栗
林
）

▼
橋
本　

春
代（
東
）

▼
島
田　

正
德（
岩
戸
）

▼
宮
﨑　

健
司（
西
岩
戸
）

▼
竹
田　

正
美（
河
内
）

▼
丸
田　

利
孝（
杉
峰
）

▼
内
田　

利
則（
古
江
）

▼
益
田　

克
巳（
伊
古
）

▼
前
田　

晴
男（
船
津
）

▼
山
口　

照
男（
大
川
）

▼
松
本　

え
み
子（
横
田
）

▼
長
田　

供
享（
高
田･

桑
田
）

▼
鈴
木　

カ
ク
子（
岡
）

▼
永
田　

芳
郎（
夏
峰
）

◆
瑞
穗　

真
爾（
瑞
穂
町
全
地
区
）

◆
前
田　

博
子（
瑞
穂
町
全
地
区
）

吾
妻
町

▼
野
田　

信
弘（
三
室
一･

三
室
二
）

▼
浦
川　

道
子（
三
室
三･

三
室
四･

　

岩
戸
）

▼
村
山　

芳
和（
平
木
場･

西
光
寺･

　

田
内
川
）

▼
平
田　
　

亨（
守
山
馬
場･

古
庄
）

▼
兵
藤　

順
子（
萩
の
本･

田
之
平
）

▼
小
川　
　

博（
大
木
場･

横
田
）

▼
田
原　

光
則（
田
川
原･

新
城
）

▼
田
口
加
代
子（
牛
口
東
）

▼
佐
々
木
智
子（
牛
口
三･

牛
口
四
）

▼
馬
場　

洋
子（
山
田
馬
場･

栗
林
）

▼
竹
口　
　

壽（
柿
田･

布
江
）

▼
前
田　

末
広（
川
床･

牧
の
内
）

▼
荒
平　
　

隆（
黒
仁
田･

山
田
原
）

▼
北
川　

武
彦（
永
中･

河
内
）

▼
嶺　
　

博
明（
吹
ノ
原･

大
熊
一
）

▼
熊
﨑　

正
一（
大
熊
二
）

▼
山
崎
真
由
美（
中
阿
母
）

▼
松
平　
　

泉
（
阿
母
崎
一･

阿
母

崎
二
）

◆
町
田　
　

学（
吾
妻
町
全
地
区
）

◆
清
水　

嘉　
（
吾
妻
町
全
地
区
）

愛
野
町

▼
坂
田　

好
一（
新
崎･

川
端･

東
）

▼
山
野
眞
由
美
（
舟
津･

迫･

順
手

（
一
部
））

▼
柴
田　

ひ
ろ
み
（
順
手
（
一
部
）･

本
町
）

▼
山
口　
　

豊
（
有
明･

サ
ン
コ
ー

ポ
ラ
ス 

（
一
部
））

▼
岩
岡　

良
子（
本
下･

平
和･

八
幡

･ 

原
）

▼
峯　
　

健
二（
境
ノ
尾･

新
町･

小

無
田･

サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
（
一

部
））

▼
平
野
美
也
子（
寺
ノ
尾･

玉
垣･

浜

口
）

▼
松
尾
用
志
郎
（
幸
町･

田
端･

中

島
）

▼
小
無
田
公
子（
桜
山･

山
沢･

中
野

･

浜
）

◆
大
石
ス
ギ
ヨ（
愛
野
町
全
地
区
）

◆
大
久
保
良
子（
愛
野
町
全
地
区
）

千
々
石
町

▼
前
車　

次
雄（
上
石
田･

下
石
田･

上
町･

中
町･

北
元
江
）

▼
吉
岡　

勝
己（
瀬
々
尾･

中
島･

八

ケ
島
）

▼
平
山
愼
一
郎（
犬
丸･

南
元
江･

日   

ノ
田
）

▼
島
嵜　

幸
惠（
須
ノ
崎･

金
屋･

釜
）

▼
佐
藤　

純
一（
上
塩
浜･

下
塩
浜･

塩
屋
）

▼
坂
中　

俊
文（
島･

平
和･

大
迫
）

▼
山
本　

正
也（
峰･

中
尾･

河
内･

岡

東･

吾
妻（
一
）･

吾
妻（
二
）･

平
畑
）

▼
町
田  　

実
（
上
山
頭･

下
山
頭･

寺
ノ
元
）

▼
林
田　

房
子（
下
狩
場･

上
野
田
）

▼
西
川
富
貴
子（
神
ノ
下･

森
馬･

白

津･

野
取
）

▼
林
田　
　

洋
（
桂
ノ
迫･

飯
岳･

高

野
）

▼
松
尾　

美
千
子
（
西
中
組･

東
中

組･

己
ノ
鍔･

白
新
田
）

▼
山
本　

清
江（
下
岳･

上
岳
）

◆
山
口　

洋
子（
千
々
石
町
全
地
区
）

◆
林
田　

秀
美（
千
々
石
町
全
地
区
）

小
浜
町

▼
吉
田
剛
太
郎（
木
津
）

新
し
く
委
嘱
さ
れ
た
委
員（
再
任
含
む
）と
任
期
満
了
に
伴
い

退
任
し
た
委
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。　
〈
敬
称
略
〉

▼
宮
﨑
ち
づ
よ（
西
小
浦･

東
小
浦
）

▼
田
中  

子（
加
美･

日
見･

殿
川
）

▼
森  　
　

博（
下
山
領･

上
山
領
）

▼
中
田
サ
ザ
子（
北
村
）

▼
馬
塲　

敏
治（
北
野
）

▼
中
村　

時
子（
平
松･
羽
毛
合
）

▼
井
上　

映
子（
少
路･
朝
日
山
）

▼
草
野　

勝
子（
西
中･

東
中
）

▼
吉
岡　

誠
一（
宮
ノ
丁･

田
之
中･

刈
水
）

▼
三
好　

範
子
（
北
湯
ノ
崎･

南
湯

ノ 

崎･

新
湯
ノ
崎･

マ
リ
ー
ナ
）

▼
草
野　

明
子（
山
ノ
上
）

▼
佐
藤　

忠
隆（
小
浜
病
院･

脇
浜･

上
脇
）

▼
森
田　

元
夫（
道
前･

び
ん
串
）

▼
伊
德　

英
雄（
日
当･

蔭
平
）

▼
荒
木　

昭
久（
新
町･

上
須
賀･

中

須
賀
）

▼
荒
木　

勇
治（
下
須
賀･

小
田
崎･

林
ノ
内
）

▼
金
澤　

秀
司（
小
田
山･

大
木
場
）

▼
濵
田　
　

悟（
小
地
獄
）

▼
荒
木　

冨
子（
新
湯
）

▼
松
尾　

啓
子（
寺
ノ
馬
場
）

▼
野
口　

邦
夫（
古
湯･

別
所
）

▼
出
口　

秀
昭（
浜
口･

浜･

野
中
）

▼
本
田　

修
一（
下
木
場･

上
木
場･   

目
付
石
）

▼
笹
田　

幸（
大
亀･

小
野
河
内
）

▼
松
永　

東
一（
上
区･

中
区
）

▼
田
中
奈
壽
子（
下
区･

原
区･

茂
尾
）

▼
松
島　

民
廣（
菜
切･

清
水･

上
方

･ 

浜
方
）

▼
森
芳　

國
和（
影
平･

上
光
手･

下 

光
手
）

◆
中
田　

七
生（
小
浜
町
全
地
区
）

◆
田
中　

信
子（
小
浜
町
全
地
区
）

南
串
山
町

▼
茂　
　

和
夫（
鬼
池
）

▼
三
宅　

淳
子（
白
頭･

板
引
）

▼
大
石　

親
德（
門
山･

樫
峯
）

▼
志
方　

敏
一
（
加
例
川･

井
手
ノ

上･ 
日
原
）

▼
加
藤　

靖
子（
上
太
良･

妙
見･

椎   

木
川
）

▼
永
吉　

和
洋（
溜
水･
新
山･

内
平
）

▼
竹
下　

秀
也（
上
木
場･
西
浜
）

▼
久
米　

一
晃（
水
ノ
浦
）

▼
和
田　

淳
子（
田
ノ
平
）

▼
森
重　

敏
勝（
塚
ノ
山･

中
ノ
湯
）

▼
柿
田　

敏（
坂
上
奥
）

▼
井
上
サ
ミ
ヱ（
谷
間
川
）

▼
松
山　

孝
則（
小
竹
木
）

◆
酒
井　

通
子（
南
串
山
町
全
地
区
）

◆
菅  　

文
子（
南
串
山
町
全
地
区
）

◎
退
任
し
た
委
員
に
感
謝
状

　

今
回
の
任
期
満
了
に
伴
い
、退
任

さ
れ
た
委
員
42
人
へ
、厚
生
労
働
大

臣
感
謝
状
や
県
知
事
礼
状
、市
か
ら

の
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。こ

れ
ま
で
、住
民
の
良
き
相
談
相
手
と

し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た

め
に
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
受
領
者

国
見
町

▼
前
田　

清
春　

▼
上
村　

博
子

▼
米
田　

敏
孝　

▼
森
瀬
テ
ル

▼
西
田　

末
子　

▼
吉
田　

静
子

▼
松
尾　

春
美　

▼
野
田　
　

稔

瑞
穂
町

▼
髙
田　

宣
子　

▼
宮
﨑　

泰
治

▼
平
山　

信
重　

▼
宮
川
嘉
久
雄

▼
駒
田　

惠
子　

吾
妻
町

▼
一
山　

直
義　

▼
東　
　

良
隆

▼
横
田　

憲
章　

▼
島
田　

孝
明

▼
長
谷
川　

廣　

▼
宮
﨑　

幸
次

▼
秋
山　

里
江　

愛
野
町

▼
鶴
﨑　
　

保　

▼
町
田　

秀
子

千
々
石
町

▼
町
田　

桂
子　

▼
町
田　

千
年

小
浜
町

▼
津
田　

忠
義　

▼
宅
島　

知
子

▼
本
多　
　

新　

▼
金
子　

昭
俊

南
串
山
町

▼
中
村　

久
子　

▼
永
江
タ
カ
子

▼
永
田　
　

董　

▼
中
村　

一
七

▼
井
上　

理
人　

▼
木
村　

令
子

知
事
礼
状
受
領
者

国
見
町

▼
田
中　

文
子　

▼
林
田
久
美
子

▼
吉
田　

和
美

瑞
穂
町

▼
鵜
殿　

隆
夫　

▼
原
口　

博
子

愛
野
町

▼
佐
藤　

勇
一

小
浜
町

▼
川
原　

安
惠　

▼
岡
野　

紘
一

問　

福
祉
課　

☎
36-

２
５
０
０

感
謝
状
贈
呈
の
様
子

0101010101010101010101010101
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雲
仙
市
の
家
計
簿

0101010101010101010101010101

平
成
24
年
度
決
算
状
況

平
成
24
年
度
の
歳
入（
収
入
）と
歳
出（
支
出
）

が
確
定
し
、12
月
に
行
わ
れ
た
市
議
会
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
の
で
、報
告
し
ま
す
。　

市税
３６億７，０２４万円
（１２．６％）

地方交付税
１３６億３，９２７万円
（４７．４％）

自主財源
（２３．４％）

依存財源
（７６．６％）

◆
歳
入

　
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
決
算
額

は
、２
９
１
億
９
１
３
３
万
円
で
す
。

平
成
23
年
度
の
決
算
額
と
比
較
す
る

と
、と
畜
場
特
別
会
計
廃
止
に
よ
る

剰
余
金
の
収
入
な
ど
に
よ
り
、全
体

で
４
億
３
４
３
７
万
円（
１・５
％
）の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
構
成
比
を
見
て
み
る
と
、

自
主
財
源
※
１
は
全
体
の
歳
入
の
う

ち
、21
・
０
％
に
と
ど
ま
り
、依
存
財

源
※
２
に
大
き
く
偏
っ
た
歳
入
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
歳
出

　
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
出
決
算
額

は
、２
７
９
億
３
７
３
０
万
円
で
す
。

平
成
23
年
度
の
決
算
額
と
比
較
す
る

と
、学
校
の
耐
震
化
工
事
費
や
国
体

開
催
の
準
備
費
な
ど
に
よ
り
、全
体

で
１
億
２
５
３
万
円（
０・４
％
）の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
１ 

自
主
財
源

　

自
主
財
源
と
は
、市
税
を
は
じ
め
、

市
が
独
自
に
収
入
で
き
る
お
金
で
す
。

※
２ 

依
存
財
源

　

依
存
財
源
と
は
、国
や
県
か
ら
も

ら
う
お
金
や
、借
金
に
よ
っ
て
ま
か
な

っ
た
り
す
る
お
金
で
す
。

歳 出
279億3,730万円
75億6,051万円
4億6,422万円
8億9,019万円
11億8,430万円
4億9,293万円
1億5,870万円
1,145万円

386億9,960万円

歳 入
291億9,133万円
77億2,058万円
4億6,521万円
9億 870万円
11億9,852万円
4億9,293万円
1億6,223万円
1,153万円

401億5,103万円

会 計 区 分
一 般 会 計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
と 畜 場 特 別 会 計
国民宿舎事業特別会計
温泉浴場事業特別会計
合 計

3億8,011万円
748万円

3億2,233万円
1億1,222万円

収 入
収益的収入
資本的収入

支 出
収益的支出
資本的支出

【水道事業会計】

市の貯金と借金（平成24年度末現在）
○貯金（基金残高）
　185億1,405万円
○借金（市債残高）
　260億5,337万円

問　

財
政
課　

☎
38-

3
1
1
1

国や県からもらう
お金や借金などの
依存財源は、なん
と全体の79％にも
なるよ

収入は親からの仕送りに頼ってるし、支出は食費や借
金返済、医療費に家計が圧迫されているね！

市税
３６億７，０２４万円
（１２．６％）

分担金及び負担金
３億１，７２７万円
（１．１％）

使用料及び手数料
２億７，００１万円
（０．９％）

繰越金
９億２，２１８万円
（３．２％）
繰入金、諸収入など
９億４，０７４万円
（３．２％）

地方交付税
１３５億１，５４５万円
（４６．３％）

市債
３４億３，９２５万円
　（１１．８％）

国庫支出金
３２億７，６２６万円
（１１．２％）

県支出金
２０億９，８２３万円
（７．２％）

その他（地方譲与税など）
７億４，１７０万円
（２．５％）

自主財源
（２１．０％）

依存財源
（７９．０％）

民生費
８２億８，４０５万円
（２９．７％）

公債費
４７億２，６０４万円
（１６．９％）

総務費
４２億２，143万円
（１5.1％）

農林水産業費・商工費
２４億６，９６３万円
（８．８％）

土木費
２２億２，２３０万円
（８．０％）

教育費
２４億6，４９５万円
（８．８％）

衛生費
２０億３，０７０万円
（７．３％）

消防費
１０億１，９３５万円
（３．７％） その他

４億９，８８５万円
（１．７％）

児童、高齢者、障
害者などの福祉
サービスに

行政活動の管
理運営・企画
調整に市の借金（ローン）の

返済に

学校教育、社
会教育に

道路や公園な
どの整備に

農林水産業、
商工業、観光
の振興に

健康づくりや
環境衛生に

消防・防災に
議会運営や災
害復旧などに
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雲
仙
市
の
家
計
簿

0101010101010101010101010101

平
成
24
年
度
決
算
状
況

平
成
24
年
度
の
歳
入（
収
入
）と
歳
出（
支
出
）

が
確
定
し
、12
月
に
行
わ
れ
た
市
議
会
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
の
で
、報
告
し
ま
す
。　

市税
３６億７，０２４万円
（１２．６％）

地方交付税
１３６億３，９２７万円
（４７．４％）

自主財源
（２３．４％）

依存財源
（７６．６％）

◆
歳
入

　
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
決
算
額

は
、２
９
１
億
９
１
３
３
万
円
で
す
。

平
成
23
年
度
の
決
算
額
と
比
較
す
る

と
、と
畜
場
特
別
会
計
廃
止
に
よ
る

剰
余
金
の
収
入
な
ど
に
よ
り
、全
体

で
４
億
３
４
３
７
万
円（
１・５
％
）の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
構
成
比
を
見
て
み
る
と
、

自
主
財
源
※
１
は
全
体
の
歳
入
の
う

ち
、21
・
０
％
に
と
ど
ま
り
、依
存
財

源
※
２
に
大
き
く
偏
っ
た
歳
入
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
歳
出

　
一
般
会
計
に
お
け
る
歳
出
決
算
額

は
、２
７
９
億
３
７
３
０
万
円
で
す
。

平
成
23
年
度
の
決
算
額
と
比
較
す
る

と
、学
校
の
耐
震
化
工
事
費
や
国
体

開
催
の
準
備
費
な
ど
に
よ
り
、全
体

で
１
億
２
５
３
万
円（
０・４
％
）の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
１ 

自
主
財
源

　

自
主
財
源
と
は
、市
税
を
は
じ
め
、

市
が
独
自
に
収
入
で
き
る
お
金
で
す
。

※
２ 

依
存
財
源

　

依
存
財
源
と
は
、国
や
県
か
ら
も

ら
う
お
金
や
、借
金
に
よ
っ
て
ま
か
な

っ
た
り
す
る
お
金
で
す
。

歳 出
279億3,730万円
75億6,051万円
4億6,422万円
8億9,019万円
11億8,430万円
4億9,293万円
1億5,870万円
1,145万円

386億9,960万円

歳 入
291億9,133万円
77億2,058万円
4億6,521万円
9億 870万円
11億9,852万円
4億9,293万円
1億6,223万円
1,153万円

401億5,103万円

会 計 区 分
一 般 会 計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
と 畜 場 特 別 会 計
国民宿舎事業特別会計
温泉浴場事業特別会計
合 計

3億8,011万円
748万円

3億2,233万円
1億1,222万円

収 入
収益的収入
資本的収入

支 出
収益的支出
資本的支出

【水道事業会計】

市の貯金と借金（平成24年度末現在）
○貯金（基金残高）
　185億1,405万円
○借金（市債残高）
　260億5,337万円

問　

財
政
課　

☎
38-

3
1
1
1

国や県からもらう
お金や借金などの
依存財源は、なん
と全体の79％にも
なるよ

収入は親からの仕送りに頼ってるし、支出は食費や借
金返済、医療費に家計が圧迫されているね！

市税
３６億７，０２４万円
（１２．６％）

分担金及び負担金
３億１，７２７万円
（１．１％）

使用料及び手数料
２億７，００１万円
（０．９％）

繰越金
９億２，２１８万円
（３．２％）
繰入金、諸収入など
９億４，０７４万円
（３．２％）

地方交付税
１３５億１，５４５万円
（４６．３％）

市債
３４億３，９２５万円
　（１１．８％）

国庫支出金
３２億７，６２６万円
（１１．２％）

県支出金
２０億９，８２３万円
（７．２％）

その他（地方譲与税など）
７億４，１７０万円
（２．５％）

自主財源
（２１．０％）

依存財源
（７９．０％）

民生費
８２億８，４０５万円
（２９．７％）

公債費
４７億２，６０４万円
（１６．９％）

総務費
４２億２，143万円
（１5.1％）

農林水産業費・商工費
２４億６，９６３万円
（８．８％）

土木費
２２億２，２３０万円
（８．０％）

教育費
２４億6，４９５万円
（８．８％）

衛生費
２０億３，０７０万円
（７．３％）

消防費
１０億１，９３５万円
（３．７％） その他

４億９，８８５万円
（１．７％）

児童、高齢者、障
害者などの福祉
サービスに

行政活動の管
理運営・企画
調整に市の借金（ローン）の

返済に

学校教育、社
会教育に

道路や公園な
どの整備に

農林水産業、
商工業、観光
の振興に

健康づくりや
環境衛生に

消防・防災に
議会運営や災
害復旧などに
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休日在宅歯科医当番医 2月健康テレホンプログラム

【フリーダイヤル】 ☎0120－555－203
【長崎】 ☎095－826－5511

子どもに関する電話相談（PHS、IP電話からはつながりません）

市教育委員会「親子ホットライン」……………☎0120－967－947
市福祉事務所「家庭ホットライン」……………☎0120－928－471
県教育委員会「いじめ相談ホットライン」……☎0570－078－310

今月の税

■固定資産税（第4期）
　国民健康保険税（第8期）
　納期は、2月28日（金）です。

（診療時間／午前9時～12時）

月曜日
火曜日
水曜日
木曜日
金曜日
土・日曜日

※フリーダイヤルへは、携帯電話からの通話ができません。
※午前9時から翌朝午前9時までの24時間、同じ内容のテープが
3分間流れます。
※内容は、専門の医師、歯科医師が作ります。

長崎県保険医協会

 

医療機関名 所在地 電話番号

2日

9日

11日

16日

医療機関名 所在地 電話番号

23日

2日

9日

16日

愛野町
南島原市
吾妻町
南島原市
吾妻町
南島原市
吾妻町
南島原市

36-2322
82-1771
38-3030
82-2352
38-6400
82-0600
38-6400
82-3535

寺田歯科医院
さとう歯科クリニック（有家町）
朝永歯科医院
あらきデンタルクリニック（有家町）
土井歯科クリニック
まつしま歯科医院（有家町）
土井歯科クリニック
小嶺歯科医院（有家町）

瑞穂町
南島原市
国見町
南島原市
国見町
南島原市
国見町
南島原市

77-4182
82-2255
78-2744
82-8852
78-3105
82-1717
78-2366
84-2061

ねぎ歯科医院
前川歯科医院（西有家町）
堺歯科医院
高橋歯科医院（西有家町）
徳永歯科医院
入江歯科医院（西有家町）
小嶺歯科医院
川島歯科医院（北有馬町）

3

3

3

おならは健康のバロメーター
ハネムーン麻痺（橈骨神経麻痺）
川崎病
遠視と老眼
歯科治療における自費と保険の分かれ道②
婦人科における腹腔鏡下手術

とうこつ

 日 月 火 水 木 金 土
       1

 2 3 4 5 6 7 8

 9 10 11 12 13 14 15

 16 17 18 19 20 21 22

 23 24 25 26 27 28 1

●雲仙灯りの花ぼうろ
2014（2月22日ま
で、雲仙温泉街）
●平成25年度雲仙市
PTA連合会研修会
（午後1時30分～3
時30分、愛野町公
民館）

●長崎県知事及び長崎県議
会議員補欠選挙投開票日
●第25回国見町青少年の主張大会（午
前10時～正午、国見町文化会館）

●第7回雲仙市民音楽祭（午後
1時～、吾妻町ふるさと会館）

　松本医院（愛野町36-0053）
　木戸眼科（小浜町74-3222）

●赤ちゃん健康相談
　（千々石保健セン
ター）
●行政相談（午前9時
～11時30分、国見
総合福祉センター）

●赤ちゃん健康相談
　（瑞穂町公民館）
●行政相談（午後1時
～3時30分、小浜総
合支所）

●赤ちゃん健康相談
　（小浜老人福祉センター）
●平成25年度長崎県
学校保健・学校安全
研究協議大会（雲仙
市大会）（午前10時
～午後4時、ハマユ
リックスホール）

●赤ちゃん健康相談
　（国見農村環境改善
センター）

●雲仙市子ども会ジュ
ニアリーダー研修会
（午前9時30分～9
日正午、千々石少年
自然の家）

　梅津医院
　（国見町78-5156）
　松島外科
　（小浜町74-4388）

●障がい者巡回相談
（午前10時～午後3
時、吾妻町ふるさと
会館）※詳細P42
●行政相談（午後1時
～3時30分、千々石
総合支所）

　愛野診療所
　（愛野町36-0009）
　松藤整形外科
　（小浜町74-2006）

●行政相談（午前9時～11
時30分、瑞穂総合支所）

●行政相談（午後1時～3時30
分、南串山総合支所別館）
●行政相談（午後1時30分～3時
30分、吾妻町ふるさと会館）

●視覚障害者の生活訓練（午前10時～午後
3時、小浜老人福祉センター）※詳細P40

●人権よろず相談（午
前9時～正午、瑞穂
町公民館）
●1歳6か月児健康診
査（午後1時～、瑞穂
町公民館）
●献血（正午～午後2
時、瑞穂総合支所）

●1歳6か月児健康診
査（午後1時～、小浜
老人福祉センター）

●雲仙アヅマクロス大会（午
前9時～、吾妻体育館）
●鍋島邸落成式（午前
10時、鍋島邸）
●第4回わくんたん祭り（午前10時～午後
3時、小浜町南本町小浜温泉公園ほか）

　松尾胃腸科外科医院（国見町78-1000）
　ひらゆ医院（小浜町74-5833）

●市県民税の申告、所
得税の確定申告開
始（3月17日まで）
※詳細P36
●献血（午前9時～午
後1時、愛野保健福
祉センター）

●視覚障害者の生活
訓練（午前10時～
午後3時、小浜老人
福祉センター）※詳
細P40

●パパママひろば（午
後1時～、愛野保健
福祉センター）

●3歳児健康診査（午
後1時～、愛野保健
福祉センター）

●渡辺貞夫クインテッ
ドライブ（午後7時
～、国見町文化会
館）

●1歳6か月児健康診査
（午後1時～、国見農
村環境改善センター）
●行政相談（午後1時
30分～3時30分、愛
野保健福祉センター）
●献血（午後1時～4
時、小浜総合支所）

●緋寒桜の郷まつり
（3月9日まで、神代
小路）
●第9回雲仙市としょ
かんまつり（～23日
まで、雲仙市図書
館）※詳細P17

●雲仙市民ウォーキング（午
前10時～、諏訪の池周辺）

●こころの健康づくり講演
会（午後1時～、吾妻町ふ
るさと会館）※詳細P43
　中村眼科医院（愛野町36-1060）
　京泊馬場医院
　（南串山町88-2050）

●2歳児親子歯科健康
診査（午後1時～、小
浜 老 人 福 祉セン
ター）

●原爆被爆者健診（午
前10時～11時・午
後1時～2時、吾妻
町ふるさと会館）

●雲仙市就職支援相
談事業相談日（午前
10時30分～午後4
時20分、愛野町公
民館）※詳細P41
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建国記念の日

●の対象者には、通知を送付しています。
●午前の相談（受付/9:30～10:30、2月の対象/H25.2～H25.9
生）は参加自由。午後の相談対象者には、通知を送付しています。
●のお問合せは、市民窓口課（☎38-3111）までご連絡ください。
●原爆被被爆者健診の問い合わせ先
　長崎県健康事業団　健診事業課　☎0957-43-7131
　…休日在宅当番医（午前9時～午後5時）医

※行事などは変更になることがありますので、あらかじめご了承ください。

2月 くらしのカレンダーうんぜん



○内容などの詳細については、各問い合わせ先に直接お尋ねください。
○応募資格における年齢は、平成26年4月1日現在とします。
○通勤距離が片道2キロメートル以上ある場合は、報酬とは別に通勤手当が支給されます。
○申込方法…担当課、人事課または各総合支所に備え付けの「嘱託職員申込書」に写真を貼り、
必要事項を記入の上、人事課または各総合支所に提出してください。

　（各申込書は、市ホームページからダウンロードすることができます。）
　※�掲載している事業（業務）を行わない場合は、採用がないことがあります。
　※�教養試験：小学校卒業程度の一般的知識のほか、雲仙市のことや最近の出来事などについて回答する記述式および多肢選択式試験
　※�適性試験：簡単な計算など比較的簡単な問題に解答する多肢選択式試験
　※�筆記試験の出題は、日本語の活字印刷文により行い、解答も日本語でしていただきます。
○業務内容には、長崎がんばらんば国体などに関し、主管課長が指示した業務も含みます。

業　務　名 選考方法 会　場 選考日

一般事務

  1　議会事務局書記事務補助業務

①一次試験（教養試験）

②二次試験（面接試験）

市役所本庁（予定）

①一次試験
3月2日㈰

②二次試験
3月9日㈰

  2　統計事務業務
  3　市税事務補助業務
  4　環境政策業務
  5　公金収納業務（本庁）
  6　公金収納業務（南串山総合支所）
  7　総合支所業務
  8　観光施設管理事務補助業務
  9　農地集積等業務

10　運動指導士業務
11　徴収、納税折衝業務
12　保健事業業務（保健師）
13　保健事業業務（管理栄養士または栄養士）
14　手話通訳業務
15　母子自立支援員業務
16　登記業務
17　水道および下水道料金徴収業務
18　地籍調査業務
19　公用車運転業務

①一次試験（適性試験）

②二次試験（面接試験）

20　雲仙メモリアルホールおよび雲仙やまびこ会館管理業務
21　小浜マリンパーク駐車場管理業務
22　国見農村環境改善センター日直業務および夜間管理業務
23　宿日直業務（庁舎）
24　ふるさと会館管理業務
25　庁舎清掃業務
26　文書逓送業務
27　廃棄物関係業務
28　環境監視員業務
29　野犬捕獲業務
30　長崎がんばらんば国体業務

①一次試験（教養試験）

②二次試験（面接試験）

千々石庁舎（予定）

31　長崎がんばらんば国体業務（7か月）
32　スクールサポーター業務
33　児童生徒サポートセンター業務
34　生涯学習課駐在業務
35　埋蔵文化財発掘調査業務
36　移動図書業務
37　教育施設維持管理業務

①一次試験（適性試験）

②二次試験（面接試験）

38　公民館管理業務
39　図書室管理業務
40　国見町文化会館管理業務（夜間管理）
41　鍋島邸受付管理業務
42　みずほすこやかランド千年の湯業務

平成26年度　嘱託職員等募集
市では、平成26年度の嘱託職員の募集を行います。

各種申込受付期間
2月3日㈪～19日㈬

午後5時15分まで
※土・日曜、祝日を除く

※郵送する場合は申込期間内必着

嘱託職員募集一覧【任用期間：平成26年4月1日～平成27年3月31日】

26● 広報うんぜん
平成26年2月



 1 議会事務局書記事務補助業務 議会事務局（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 議会事務局書記業務の事務補助
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所　議会事務局 選 考 方 法 教養・面接
報 酬 月額　151,600円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人

 2　統計事務業務 人事課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 統計に関する一般事務補助（公用車運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所　人事課 選 考 方 法 教養・面接
報 酬 月額　151,600円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　・普通自動車運転免許を有する人

 3　市税事務補助業務 税務課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 市税に関する一般事務補助（各課税事務補助および証明書発行）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所　税務課 選 考 方 法 教養・面接
報 酬 月額　151,600円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人

 4　環境政策業務 環境政策課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 環境政策に関する一般事務補助（公用車運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所　環境政策課 選 考 方 法 教養・面接
報 酬 月額　151,600円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　・普通自動車運転免許を有する人

 5　公金収納業務（本庁） 会計課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 公金収納事務および一般事務補助
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所　会計課 選 考 方 法 教養・面接
報 酬 月額　151,600円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・一般事務および経理事務ができる人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人

 6　公金収納業務（南串山総合支所） 会計課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 公金収納事務および一般事務補助
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時45分～午後5時15分（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 南串山総合支所 選 考 方 法 教養・面接
報 酬 月額　151,600円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・一般事務および経理事務ができる人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人

 7　総合支所業務 行革推進室（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 総合支所事務補助業務（公用車運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 6人（各総合支所1人）
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 各総合支所　市民生活課 選 考 方 法 教養・面接
報 酬 月額　151,600円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　・普通自動車運転免許を有する人

 8　観光施設管理事務補助業務 観光物産まちづくり推進課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 観光施設管理業務／観光物産まちづくり推進課事務補助（公用車運転有り）

勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始除く）
※休日勤務有り 募 集 人 員 1人

勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所　観光物産まちづくり推進課 選 考 方 法 教養、面接
報 酬 月額　151,600円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　・普通自動車運転免許を有する人
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 9 農地集積等業務 農林水産課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 県農地中間管理事業に係る一般事務および農地の貸し借りに関する業務（公用車運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所　農林水産課 選 考 方 法 教養・面接
報 酬 月額　151,600円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　・普通自動車運転免許を有する人

10　運動指導士業務 市民窓口課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 特定健診・特定保健指導・運動教室事業に関する業務（公用車運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所健康づくり課および雲仙市内（各事業会場） 選 考 方 法 教養・面接
報 酬 月額　166,800円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・健康運動指導士もしくは健康運動実践指導者などの資格を有する人
・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　・普通自動車運転免許を有する人

11　徴収、 納税折衝業務 収納推進課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 滞納市税などの徴収・納税折衝および催促業務補助（公用車運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所収納推進課および雲仙市内 選 考 方 法 教養・面接

報 酬 月額　181,900円 （徴税事務経験は割増の場合有り）
※成功報酬加算有り 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・税制度への理解を有し滞納市税などの徴収に意欲がある人　・普通自動車運転免許を有する人

12　保健事業業務（保健師） 健康づくり課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 市の保健事業に係る保健指導（公用車運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所　健康づくり課 選 考 方 法 教養・面接
報 酬 月額　204,700円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）

応 募 資 格 ・65歳未満の人　・保健師免許を有する人（平成26年3月に学校卒業見込でかつ平成25年度の国家試験で保健師免許を
取得見込の人も含む）　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　・普通自動車運転免許を有する人

13　保健事業業務（管理栄養士または栄養士） 健康づくり課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 市の保健事業に係る栄養指導（公用車運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所　健康づくり課 選 考 方 法 教養・面接
報 酬 管理栄養士　月額189,500円／栄養士　月額166,800円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）

応 募 資 格
・65歳未満の人　・管理栄養士免許または栄養士免許を有する人（平成26年3月に学校卒業見込でかつ平成25年
度の国家試験で管理栄養士免許または栄養士免許を取得見込の人も含む）　・パソコン操作（文書作成・表計算）
ができる人　・普通自動車運転免許を有する人

14　手話通訳業務 福祉課（☎0957-36-2500）
業 務 内 容 庁舎内外での手話通訳/手話奉仕員養成講座/登録手話奉仕員研修会/視覚、聴覚障害者への相談支援（公用車運

転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人

勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務）
事業の内容により勤務時間を変更する場合有り 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険

勤 務 場 所 福祉事務所　福祉課（千々石庁舎） 選 考 方 法 教養・面接
報 酬 月額　166,800円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・長崎県登録手話通訳者で手話通訳経験年数3年以上　・手話奉仕員養成講座など（夜
間）に従事できる人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　・普通自動車運転免許を有する人

15　母子自立支援員業務 子ども支援課（☎0957-36-2500）

業 務 内 容
母子自立支援員（女性相談員を兼ねる）業務（公用車運転有り）
・ひとり親で、現に児童を扶養している者などの相談に応じ、その自立に必要な情報提供、指導、支援を行う。
・保護を要する者（DV被害者を含む）などの早期発見に努め、相談、指導、支援を行う。

勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 福祉事務所　子ども支援課（千々石庁舎） 選 考 方 法 教養・面接
報 酬 月額　166,800円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　・普通自動車運転免許を有する人
・ひとり親の自立支援に関して関心のある人　・DV対応に関して関心のある人
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16　登記業務 用地課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 登記事務（公用車運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所　用地課 選 考 方 法 教養・面接
報 酬 月額　151,600円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人
・登記事務（所有権移転登記など）経験者　・普通自動車運転免許を有する人

17　水道および下水道料金徴収等業務 水道課、下水道課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 水道および下水道料金の徴収/納付の相談や催促業務（公用車運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 2人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 水道課、下水道課（愛野庁舎別館）および雲仙市内外 選 考 方 法 教養・面接
報 酬 月額　181,900円（成功報酬加算有り） 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・水道および下水道事業への理解を有し徴収事務に意欲がある人
・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　・普通自動車運転免許を有する人

18　地籍調査業務 小浜総合支所産業建設課（☎0957-74-2111）
業 務 内 容 地籍調査事業における一般事務および測量補助業務（公用車運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時45分～午後5時15分（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 小浜総合支所産業建設課および小浜町内 選 考 方 法 教養・面接
報 酬 月額　189,500円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）

応 募 資 格
・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　・普通自動車運転免許（オートマチッ
ク限定を除く）を有する人・地籍調査の遂行に必要な資格（地籍調査管理技術者など）を有する人または地籍調
査事業において一筆地調査の経験がある人　・測量または測量補助の経験がある人

19　公用車運転業務 政策企画課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 公用車運転業務／公用車保守点検業務および事務補助（公用車運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前9時30分～午後6時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所　政策企画課 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 月額　204,700円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　・大型自動車運転免許を有する人

20　雲仙メモリアルホールおよび雲仙やまびこ会館管理業務 観光物産まちづくり推進課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 雲仙メモリアルホールおよび雲仙やまびこ会館管理業務（申請受付事務および施設管理業務）

勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始除く）
※施設利用状況により、勤務時間外および休日勤務有り 募 集 人 員 1人

勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分（うち7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 雲仙やまびこ会館／雲仙メモリアルホール 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 月額　151,600円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人

21　小浜マリンパーク駐車場管理業務 観光物産まちづくり推進課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 小浜マリンパーク駐車場管理業務（料金徴収、駐車場管理など）

勤 務 日 月曜日～日曜日の間で週5日間勤務（週休2日、休日は不
定期） 募 集 人 員 1人

勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時15分（うち7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 小浜マリンパーク駐車場 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 月額　132,700円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人

22 国見農村環境改善センター日直業務および夜間管理業務 農林水産課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 国見農村環境改善センター日直業務および夜間管理業務

勤 務 日
日直：休館日を除く土日祝日（2人交代制）
夜間：休館日を除く毎日（2人交代制）
※休館日：第1、3日曜日および年末年始

募 集 人 員 2人

勤 務 時 間 日直：午前8時30分〜午後5時　
夜間：午後5時〜午後10時15分 社会保険等 雇用保険

勤 務 場 所 国見農村環境改善センター 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 日直：日給5,900円　夜間：時給700円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人
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23　宿日直業務（庁舎） 管財課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 夜間・休日の庁舎管理／電話・外来者の応対／死亡・婚姻届出などの受付／火葬許可の発行など

勤 務 日 平日は午後5時〜翌日午前8時30分
土日・祝日、年末年始は午前8時30分〜翌日午前8時30分

（仮眠時間あり）3人交代制

募 集 人 員
8人（吾妻本庁（2人）、国見（1人）、瑞穂

（2人）、愛野（1人）、小浜（1人）、南串
山（1人））

勤 務 時 間 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険

勤 務 場 所 市役所本庁・国見庁舎・瑞穂庁舎・愛野庁舎・小浜庁舎・
南串山庁舎 選 考 方 法 適性、面接

報 酬 月額　143,600円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・それぞれの施設のある町に在住の人

24　ふるさと会館管理業務 管財課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 施設などの管理／電話・施設利用者・外来者の応対／郵便物の受取／他施設の鍵の貸し出しなど

勤 務 日 ①年末年始を除く毎日　午後5時～午後10時15分　
　3人交代勤務制
②年末年始を除く土日・祝日　午前8時30分～午後5時　
　3人交体勤務制

募 集 人 員 3人

勤 務 時 間 社会保険等 なし

勤 務 場 所 吾妻町ふるさと会館 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 ①日額　3,800円　②日額　5,900円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人

25　庁舎清掃業務 管財課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 庁舎内の各施設の清掃／庁舎外の除草と清掃／トイレ、給湯室のゴミ処理など
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 3人（各庁舎1人）
勤 務 時 間 午前8時～正午（4時間勤務） 社会保険等 雇用保険
勤 務 場 所 国見庁舎・瑞穂庁舎・千々石庁舎　（※別館含む） 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 月額　80,600円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人

26　文書逓送業務 市民窓口課（☎0957-38-3111）

業 務 内 容 市役所本庁と各総合支所・福祉事務所・愛野庁舎別館・教育委員会・出先機関などへの公用車による文書など
の荷物配送など（公用車運転有り）

勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所市民窓口課および雲仙市内 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 月額　151,600円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・普通自動車運転免許を有する人

27　廃棄物関係業務 環境政策課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 高齢者等戸別収集・不法投棄回収および廃棄物処理に関する業務（公用車2tダンプ運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 3人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 市役所環境政策課および雲仙市内 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 月額　189,500円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人
・普通自動車運転免許（オートマチック限定を除く）を有する人

28　環境監視員業務 環境政策課（☎0957-38-3111）

業 務 内 容 不法投棄パトロール（自家用車による）／EM培養作業（月2～3回）／ストックハウスでのごみ分別指導（月2回、
日曜日）

勤 務 日 ①月10日任意　②①のうち2日は日曜日 募 集 人 員 1人

勤 務 時 間 ①1日当たり4時間勤務
②午前8時30分～午後0時30分（ストックハウス）（4時間勤務） 社会保険等 なし

勤 務 場 所 瑞穂町内 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 月額　52,400円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・普通自動車運転免許を有し、自家用車を有する人

29　野犬捕獲業務 環境政策課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 捕獲器設置作業、捕獲犬搬送、一斉捕獲作業時の補助（公用車運転有り）
勤 務 日 月10日（曜日は不定期、土・日・祝日は除く） 募 集 人 員 2人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 なし
勤 務 場 所 雲仙市内 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 日額　10,900円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・市役所（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・普通自動車運転免許（オートマチック限定を除く）を有する人
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30　長崎がんばらんば国体業務 国体推進課（☎0957-37-3113）
業 務 内 容 長崎がんばらんば国体に係る各種事務および事業運営補助（公用車運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 教育委員会　国体推進課（千々石庁舎） 選 考 方 法 教養・面接
報 酬 月額　151,600円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・千々石庁舎（予定）

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　
・普通自動車運転免許を有する人

31　長崎がんばらんば国体業務（7か月） 国体推進課（☎0957-37-3113）
業 務 内 容 長崎がんばらんば国体に係る各種事務および事業運営補助（公用車運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
雇 用 期 間 平成26年4月1日～平成26年10月31日 選 考 方 法 教養・面接
勤 務 場 所 教育委員会　国体推進課（千々石庁舎） 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・千々石庁舎（予定）
報 酬 月額　151,600円

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人　
・普通自動車運転免許を有する人

32　スクールサポーター業務 学校教育課（☎0957-37-3113）
業 務 内 容 小・中学校における児童生徒への教育的支援（学習支援、相談、読書活動の推進）など、校長が指示する業務
勤 務 日 月曜日～金曜日（年間210日以内） 募 集 人 員 9人
勤 務 時 間 校長が指定する時間（1日あたり5時間30分勤務） 社会保険等 雇用保険
勤 務 場 所 市内小・中学校（配属校未定） 選 考 方 法 教養・面接
報 酬 時給　740円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・千々石庁舎（予定）

応 募 資 格
・18歳以上65歳未満の人で、以下のいずれかに該当する人
　①学校教育活動への関心が高く、子どもへの支援活動に強い情熱を持っている人
　②将来、教員になることを強く志望している人　③教育経験者

33　児童生徒サポートセンター業務 学校教育課（☎0957-37-3113）
業 務 内 容 不登校児童生徒に対する支援業務（訪問指導、保護者・学校支援など）（公用車運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 教育委員会　学校教育課（千々石庁舎） 選 考 方 法 教養・面接
報 酬 月額　166,800円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・千々石庁舎（予定）

応 募 資 格
・18歳以上65歳未満の人で、以下に該当する人
　①教員免許を所有し学校勤務経験のある人またはカウンセラー等指導従事経験のある人
　②普通自動車運転免許を有する人

34　生涯学習課駐在職員 生涯学習課（☎0957-37-3113）
業 務 内 容 施設などの管理運営および講座などの企画運営/図書業務など（公用車運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 6人

勤 務 時 間 ①午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務）
②午前10時～午後6時（7時間勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険

勤 務 場 所
国見農村環境改善センター、瑞穂町公民館、吾妻町ふる
さと会館、愛野町公民館、千々石町公民館、小浜総合支
所、南串山総合支所（配属先未定）

選 考 方 法 教養・面接

報 酬 ①月額　151,600円　②月額　137,000円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・千々石庁舎（予定）

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人
・普通自動車運転免許を有する人

35　埋蔵文化財発掘調査業務 生涯学習課（☎0957-37-3113）
業 務 内 容 埋蔵文化財発掘調査業務全般（公用車運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 2人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 歴史資料館国見展示館 選 考 方 法 教養（専門・実技）・面接
報 酬 月額　204,700円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・千々石庁舎（予定）

応 募 資 格
・22歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人
・普通自動車運転免許を有する人
・学芸員（考古学専攻）の資格を有する人または平成26年3月までに取得予定の人
・発掘調査に調査員として参加経験のある人
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36　移動図書業務 生涯学習課（☎0957-37-3113）
業 務 内 容 移動図書館車運転/図書室運営業務/駐在業務など（公用車運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午前9時30分～午後6時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 小浜町文化館および小浜総合支所 選 考 方 法 教養、面接
報 酬 月額　151,600円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・千々石庁舎（予定）

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人
・普通自動車運転免許（オートマチック限定を除く）を有する人

37　教育施設維持管理業務 総務課（☎0957-37-3113）
業 務 内 容 学校施設、体育施設、公民館などの除草・剪定・清掃・グラウンド整備・修繕（軽微なもの）など（公用車運転有り）
勤 務 日 月曜日～金曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 4人
勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険
勤 務 場 所 教育委員会総務課（千々石庁舎）および雲仙市内 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 月額　189,500円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・千々石庁舎（予定）

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・普通自動車運転免許（オートマチック限定を除く）を有する人
・大工、庭木剪定、除草作業、トラクター操作などの経験者

38　公民館管理業務 生涯学習課（☎0957-37-3113）
業 務 内 容 施設などの管理/清掃作業/図書貸出業務など

勤 務 日 ①年末年始を除く日　交代制勤務
②土日祝日（年末年始を除く）交代制勤務　 募 集 人 員 5人

勤 務 時 間 ①午後5時～午後10時15分（5時間15分勤務）
②午前8時30分～午後5時（7時間30分勤務） 社会保険等 なし

勤 務 場 所 瑞穂町公民館、愛野町公民館、千々石町公民館 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 ①日額　3,800円　②日額　5,900円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・千々石庁舎（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人

39　図書室管理業務 生涯学習課（☎0957-37-3113）
業 務 内 容 図書室の管理/清掃作業/図書貸出業務など
勤 務 日 土日祝日（年末年始を除く） 募 集 人 員 2人
勤 務 時 間 午前10時～午後6時（7時間勤務） 社会保険等 なし
勤 務 場 所 吾妻町ふるさと会館、小浜町文化館 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 日額　4,900円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・千々石庁舎（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人

40　国見町文化会館管理業務（夜間管理） 生涯学習課（☎0957-37-3113）
業 務 内 容 夜間の施設などの管理運営/清掃作業など
勤 務 日 休館日（原則月曜日）および年末年始を除く日　交代制勤務 募 集 人 員 1人
勤 務 時 間 午後5時～午後10時15分（5時間15分勤務） 社会保険等 なし
勤 務 場 所 国見町文化会館 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 日額　3,800円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・千々石庁舎（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人

41　鍋島邸受付管理業務 生涯学習課（☎0957-37-3113）
業 務 内 容 施設などの管理運営、入場料徴収、施設案内など
勤 務 日 火曜日～日曜日（年末年始を除く） 募 集 人 員 2人
勤 務 時 間 午前9時～午後5時30分（7時間30分勤務） 社会保険等 雇用保険
勤 務 場 所 国見町鍋島邸 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 月額　113,700円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・千々石庁舎（予定）
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・隔週2交代勤務および土日祝日に勤務可能な人

42　みずほすこやかランド千年の湯業務 生涯学習課（☎0957-37-3113）
業 務 内 容 みずほ温泉千年の湯における業務（受付、入金管理、施設管理、温泉機械管理など）（公用車運転有り）
勤 務 日 交代制（週40時間）（土日祝日勤務有り） 募 集 人 員 1人

勤 務 時 間 交代制　午前8時30分～午後5時30分
　　　　午後5時～午後11時30分 社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用保険

勤 務 場 所 みずほ温泉千年の湯 選 考 方 法 適性、面接
報 酬 月額　151,600円 選考日・場所 一次試験 3月2日㈰・千々石庁舎（予定）

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人　・普通自動車運転免許を有する人
・同様の施設で勤務経験があり、機器操作に詳しい人
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○内容などの詳細については、各問い合わせ先に直接お尋ねください。
○応募資格における年齢は、平成26年4月1日現在とします。
○通勤距離が片道2キロメートル以上ある場合は、賃金とは別に通勤手当が支給されます。
○申込方法…担当課、人事課または各総合支所に備え付けの「臨時職員申込書」に写真を貼り、
必要事項を記入の上、人事課または各総合支所に提出してください。

　（各申込書は、市ホームページからダウンロードすることができます。）
　※掲載している事業（業務）を行わない場合は、雇用がないことがあります。

平成26年度　臨時職員等募集
市では、平成26年度の臨時職員の募集を行います。

各種申込受付期間
2月3日㈪～19日㈬

午後5時15分まで
※土・日曜、祝日を除く

※郵送する場合は申込期間内必着

臨時職員募集【登録期間　平成26年4月1日～平成27年3月31日】

 1　文書配送業務 市民窓口課（☎0957-38-3111）

業 務 内 容 毎月1日、15日または市が指示する日に、市が指示する
自治会長宅などへの文書・物品の配送業務など 勤 務 場 所

①市役所市民窓口課　②国見総合支所
市民生活課　③瑞穂総合支所市民生活
課　④愛野総合支所市民生活課　⑤
千々石総合支所市民生活課　⑥小浜総
合支所市民生活課　⑦南串山総合支所

登 録 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 勤 務 時 間 午前8時30分～午後5時（実働3～4時間
程度/日　※小浜地区は7時間程度）

勤 務 日 毎月1日、15日（閉庁の場合は直前の勤務日） 募 集 人 員 7人（各1人）
社会保険等 なし 選 考 方 法 書類審査・面接

賃 金
①月額：14,400円　②月額：14,400円　③月額：10,200円
④月額：12,800円　⑤月額：16,200円　⑥月額：20,200円
⑦月額：11,800円

選考日・場所 応募者に別途通知

応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人・普通自動車運転免許を有する人

 2　乳幼児健康診査等業務（保健師） 子ども支援課（☎0957-36-2500）

業 務 内 容 1歳6か月児健康診査/3歳児健康診査/赤ちゃん健康相談
（相談・健診時の保健指導） 勤 務 場 所 雲仙市内保健センターなど

登 録 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 募 集 人 員 若干名
勤務日・時間 登録後、年間スケジュールに応じて雇用 社会保険等 なし

賃 金 時給　1,100円 応 募 資 格 ・21歳以上65歳未満の人
・保健師の資格を有する人

 3　乳幼児健康診査等業務（看護師） 子ども支援課（☎0957-36-2500）
業 務 内 容 1歳6か月児健康診査/3歳児健康診査（診察介助） 勤 務 場 所 雲仙市内保健センターなど
登 録 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 募 集 人 員 若干名
勤務日・時間 登録後、年間スケジュールに応じて雇用 社会保険等 なし

賃 金 正看護師　時給　980円　准看護師　時給　890円 応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人
・看護師（正・准）の資格を有する人

 4 乳幼児健康診査等業務（管理栄養士・栄養士） 子ども支援課（☎0957-36-2500）

業 務 内 容 1歳6か月児健康診査/3歳児健康診査/赤ちゃん健康相談
（栄養指導） 勤 務 場 所 雲仙市内保健センターなど

登 録 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 募 集 人 員 若干名
勤務日・時間 登録後、年間スケジュールに応じて雇用 社会保険等 なし

賃 金 管理栄養士　時給　1,020円　栄養士　時給　890円 応 募 資 格 ・20歳以上65歳未満の人
・栄養士または管理栄養士の資格を有する人

 5 乳幼児健康診査等業務（歯科衛生士） 子ども支援課（☎0957-36-2500）

業 務 内 容
1歳6か月児健康診査/3歳児健康診査/赤ちゃん健康相談/
パパママひろば/2歳児親子歯科健康診査（ブラッシング
指導・むし歯予防に関する指導）

勤 務 場 所 雲仙市内保健センターなど

登 録 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 募 集 人 員 若干名
勤務日・時間 登録後、年間スケジュールに応じて雇用 社会保険等 なし

賃 金 時給　950円 応 募 資 格 ・21歳以上65歳未満の人
・歯科衛生士の資格を有する人
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 6 乳幼児健康診査等業務（保育士） 子ども支援課（☎0957-36-2500）

業 務 内 容 1歳6か月児健康診査/3歳児健康診査（健診中の子どもの
お遊び・母子関係の相談） 勤 務 場 所 雲仙市内保健センターなど

登 録 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 募 集 人 員 若干名
勤務日・時間 登録後、年間スケジュールに応じて雇用 社会保険等 なし

賃 金 時給　890円 応 募 資 格 ・20歳以上65歳未満の人
・保育士の資格を有する人

 7 愛野保健福祉センター健康増進室管理業務 健康づくり課（☎0957-38-3111）

業 務 内 容 一般事務および施設利用対応／電話対応／清掃／トレー
ニング機器の取扱い説明／トレーニング指導など 勤 務 場 所 愛野保健福祉センター

登 録 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 勤 務 時 間 午前9時～午後5時（7時間勤務）
勤 務 日 3人交代制、1人10日／月程度の勤務（年末年始を除く） 募 集 人 員 3人
社会保険等 なし 選 考 方 法 書類審査、面接
賃 金 時給　700円 選考日・場所 応募者に別途通知
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人

 8 吾妻保健センター清掃業務 健康づくり課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 施設の清掃 勤 務 場 所 吾妻保健センター
登 録 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 勤 務 時 間 午前9時～午後4時（6時間勤務）
勤 務 日 毎週月曜日（祝日、年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
社会保険等 なし 選 考 方 法 書類審査、面接
賃 金 日給　6,000円 選考日・場所 応募者に別途通知
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人

 9 南串山保健福祉センター夜間管理業務 健康づくり課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 施設利用対応／電話対応／清掃など 勤 務 場 所 南串山保健福祉センター
登 録 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 勤 務 時 間 午後5時～午後10時（5時間勤務）

勤 務 日 毎週火曜日～日曜日（年末年始を除く）　
2人交代制、1人13日／月程度の勤務 募 集 人 員 2人

社会保険等 なし 選 考 方 法 書類審査、面接
賃 金 時給　700円 選考日・場所 応募者に別途通知
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人

10 ハマユリックスホール管理業務（管理） 生涯学習課（☎0957-37-3113）
業 務 内 容 施設などの管理運営／清掃作業など 勤 務 場 所 ハマユリックスホール
登 録 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 勤 務 時 間 午前9時～午後5時（7時間勤務）
勤 務 日 原則、火曜日～金曜日（休館日および年末年始を除く） 募 集 人 員 1人
社会保険等 雇用保険 選 考 方 法 書類審査、面接
賃 金 時給　700円 選考日・場所 応募者に別途通知
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人

11 吾妻体育館トレーニング指導業務 生涯学習課（☎0957-37-3113）

業 務 内 容
トレーニング室利用者の受付／トレーニング機器の取扱
い説明／トレーニング指導／パソコンを使った簡単な文
書作成など

勤 務 場 所 吾妻体育館

登 録 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 勤 務 時 間 ①午前10時～午後4時（6時間勤務）
②午後4時～午後10時（6時間勤務）

勤 務 日 火曜日～日曜日（年末年始を除く）（2勤1休） 募 集 人 員 3人
社会保険等 雇用保険 選 考 方 法 書類審査、面接
賃 金 時給　740円 選考日・場所 応募者に別途通知
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人・パソコン操作（文書作成・表計算）ができる人

12 吾妻体育館夜間管理業務 生涯学習課（☎0957-37-3113）

業 務 内 容 体育施設利用申請受付／吾妻体育館管理業務／巡視、閉
館に伴う取締りなど 勤 務 場 所 吾妻体育館

登 録 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 勤 務 時 間 午後5時～午後10時15分（5時間15分勤務）
勤 務 日 火曜日～日曜日（年末年始を除く）（1勤1休） 募 集 人 員 2人
社会保険等 なし 選 考 方 法 書類審査、面接
賃 金 時給　700円 選考日・場所 応募者に別途通知
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人
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13 みずほすこやかランドふれあい会館清掃業務 生涯学習課（☎0957-37-3113）

業 務 内 容 みずほすこやかランドふれあい会館の客室・館内・施設
の清掃など 勤 務 場 所 みずほすこやかランドふれあい会館

登 録 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 勤 務 時 間 午前9時～午後4時（6時間勤務）
勤 務 日 交代制（週3日～4日）（土日祝日勤務有り） 募 集 人 員 2人
社会保険等 雇用保険 選 考 方 法 書類審査、面接
賃 金 時給　700円 選考日・場所 応募者に別途通知
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人

14 みずほすこやかランド千年の湯厨房業務 生涯学習課（☎0957-37-3113）

業 務 内 容 みずほ温泉千年の湯の食堂における調理・応接業務／館
内清掃など 勤 務 場 所 みずほ温泉千年の湯

登 録 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 勤 務 時 間
交代制
　午前9時～午後3時（5時間30分勤務）
　午前10時～午後4時（5時間30分勤務）
　午後3時～午後9時（5時間30分勤務）

勤 務 日 交代制（週5日）（土日祝日勤務有り） 募 集 人 員 5人
社会保険等 雇用保険 選 考 方 法 書類審査、面接
賃 金 時給　700円 選考日・場所 応募者に別途通知
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人

15 みずほすこやかランド千年の湯浴室等清掃業務 生涯学習課（☎0957-37-3113）
業 務 内 容 みずほ温泉千年の湯の浴室・浴槽清掃／館内清掃など 勤 務 場 所 みずほ温泉千年の湯

登 録 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 勤 務 時 間
交代制
　午後7時～午後11時（4時間勤務）
　午後8時～午後11時（3時間勤務）

勤 務 日 交代制　週3～4回（土日祝日勤務有り） 募 集 人 員 4人
社会保険等 雇用保険 選 考 方 法 書類審査、面接
賃 金 時給　1,000円 選考日・場所 応募者に別途通知
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人

16 望洋荘接客業務 望洋荘（☎0957-74-3141）
業 務 内 容 接客およびその他業務 勤 務 場 所 国民宿舎　望洋荘
登 録 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 勤 務 時 間 1日8時間以内の変則勤務
勤 務 日 週5日程度（土日祝日勤務有り） 募 集 人 員 若干名
社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用・労災保険 選 考 方 法 書類審査、面接
賃 金 時給　700円 選考日・場所 応募者に別途通知
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人

17 望洋荘清掃業務 望洋荘（☎0957-74-3141）
業 務 内 容 清掃業務 勤 務 場 所 国民宿舎　望洋荘
登 録 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 勤 務 時 間 1日5時間の変則勤務
勤 務 日 週5日程度（土日祝日勤務有り） 募 集 人 員 若干名
社会保険等 雇用・労災保険 選 考 方 法 書類審査、面接
賃 金 時給　700円 選考日・場所 応募者に別途通知
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人

18 望洋荘厨房業務 望洋荘（☎0957-74-3141）
業 務 内 容 厨房（皿洗い）業務 勤 務 場 所 国民宿舎　望洋荘
登 録 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 勤 務 時 間 1日6時間の変則勤務
勤 務 日 週5日程度（土日祝日勤務有り） 募 集 人 員 若干名
社会保険等 健康保険、厚生年金、雇用・労災保険 選 考 方 法 書類審査、面接
賃 金 時給　700円 選考日・場所 応募者に別途通知
応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人

19 事務補助 人事課（☎0957-38-3111）
業 務 内 容 一般事務 勤 務 場 所 本庁および各総合支所など
登 録 期 間 平成26年4月1日～平成27年3月31日 勤務日・時間 登録後、必要に応じ連絡します。
賃 金 時給　700円 応 募 資 格 ・18歳以上65歳未満の人
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申
告
が
必
要
な
人

◆
所
得
税
の
確
定
申
告

①
事
業（
農
業
、商
業
な
ど
）所
得

の
あ
る
人

②
不
動
産
所
得（
地
代
、家
賃
な

ど
）の
あ
る
人

※
①
、②
の
所
得
が
あ
る
人
で
、所

得
の
合
計
額
が
所
得
控
除
額（
社

会
保
険
料
控
除
や
扶
養
控
除
な

ど
）の
合
計
額
を
超
え
な
い
人
は
、

所
得
税
で
は
な
く
市
県
民
税
の

申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

③
給
与
収
入
が
あ
る
人
で
、次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▼
医
療
費
控
除
、住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
な
ど
の
適
用
を
受

け
る
人

▼
年
末
調
整
を
し
な
か
っ
た
人

▼
年
の
途
中
で
退
職
し
、そ
の
後

就
職
し
て
い
な
い
人

▼
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万

円
を
超
え
る
人

▼
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払

を
受
け
、年
末
調
整
さ
れ
て
い

な
い
給
与
の
支
払
額
が
20
万

円
を
超
え
て
い
る
人

▼
給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円
を

超
え
る
人

④
公
的
年
金
収
入
が
あ
る
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▼
公
的
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る

人
▼
所
得
控
除（
社
会
保
険
料
控
除

や
扶
養
控
除
な
ど
）の
適
用
を

受
け
る
人

※
任
意
契
約
の「
個
人
年
金
」や
生

命
保
険
料
の
満
期
返
戻
金
を
受

け
取
っ
た
人
は
、申
告
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
市
県
民
税
の
申
告

　

平
成
26
年
１
月
１
日
に
雲
仙

市
に
住
所
が
あ
る
人
で
、次
の
①

〜
⑤
に
該
当
し
な
い
人

①
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
人

②
給
与
収
入
の
み
で
、年
末
調
整

が
済
ん
で
い
る
人（
事
業
所
な

ど
の
支
払
者
か
ら
雲
仙
市
に
給

与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
場
合
に
限
り
ま
す
）

③
事
業
専
従
者
給
与
の
み
の
人

④
年
金
収
入
の
み
の
人
で
、収
入

金
額
が
１
４
８
万
円
以
下
の
人

（
65
歳
未
満
の
人
は
、収
入
金

額
が
98
万
円
以
下
の
人
）

⑤
雲
仙
市
内
に
い
る
親
族
の
税
申

告
上
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
人

※
収
入
が
無
い
人
で
も
、次
の
よ
う

な
場
合
は
、申
告
が
必
要
に
な
り
ま

す
。 

                                                       

・
国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
軽
減
制
度
を
受

け
る
場
合 

                                                      

・
諸
官
庁
や
勤
務
先
に
提
出
す
る
、

所
得
証
明
書
や
非
課
税
証
明
書
な

ど
を
必
要
と
す
る
人 

                                                      

申
告
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
平
成
25
年
１
月
〜
12
月
ま
で
の

収
入
と
支
出
が
わ
か
る
書
類

▼
給
与
、年
金
、報
酬
な
ど
の

「
源
泉
徴
収
票（
原
本
）」や

「
支
払
証
明
書
」

▼
配
当
所
得
な
ど
の「
利
益
配

当
金
領
収
書
」や「
支
払
調

書
」、生
命
保
険
満
期
返
戻

金
の「
支
払
証
明
書
」な
ど

▼
資
産
を
売
却
し
た
人
は「
売

買
契
約
書
」、公
共
事
業
の

た
め
に
資
産
を
売
却
し
た
人

は「
公
共
事
業
用
資
産
の
買

取
等
の
証
明
書
」

▼
免
税
の
対
象
と
な
る
肉
用
牛

を
売
却
し
た
人
は「
肉
用
牛

売
却
証
明
書
」

③
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の

あ
る
人
は「
収
支
内
訳
書
」

④
控
除
を
受
け
る
た
め
の
証
明
書

類▼
国
民
年
金
、生
命
保
険
料
、

介
護
医
療
保
険
料
、地
震
保

険
料
な
ど
の「
控
除
証
明
書
」

▼
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は

「
医
療
費
の
明
細
書（
封
筒
）」

と「
医
療
費
の
領
収
書
」な
ど

▼
初
め
て
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を

受
け
る
人
は「
契
約
書
」「
住

民
票
」「
住
宅
取
得
資
金
に
か

か
る
借
入
金
の
年
末
残
高

証
明
書（
金
融
機
関
発
行
）」

「
登
記
事
項
証
明
書
」  

な
ど

⑤
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人

は
、本
人
名
義
の「
預
金
通
帳
」

☆
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の

あ
る
人
の「
収
支
内
訳
書
」、医

療
費
控
除
を
適
用
す
る
た
め
の

「
医
療
費
の
明
細
書
」は
、事
前

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。書
類

は
、税
務
署
・
市
役
所
税
務
課
・

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
に

あ
り
ま
す
。

市県民税の申告、
所得税の確定申告は忘れずに

《受付期間》　2月17日（月）～3月17日（月）
※土曜日、3月9日、16日の日曜日を除く

た
ど
れ
ば
わ
か
る
！
あ
な
た
は
申
告
が
必
要
？

スタート
平成26年1月1日
現在、雲仙市に居
住していましたか。

主に給与である。
公的年金等のみ
である。

給与・公的年金等
以外に収入があ
る。

非課税収入のみ
（遺族年金・障害年金・
失業給付金など）

平成25年中に
収入がありま
したか。

次のうち、収入の種類はどれですか。

次のうち、ど
ちらに該当し
ますか。

土地などの
譲渡所得が
ある。

次のうち、どちらに
該当しますか。

営業所得・農業所
得・不動産所得・雑
所得・一時所得な
どがある。

年金の収入金額が
１４８万円（６５歳未
満の人は９８万円）
を超えていますか。

○給与所得以外の所得が
20万円を超える人

○医療費控除、住宅借入金
等特別控除などの適用を
受ける人

○年末調整をしなかった人
○年の途中で退職し、その
後就職していない人

○2か所以上から給与の支
払を受け、年末調整され
ていない給与の支払額が
20万円を超える人

○給与収入が2,000万円を
超える人

1か所からの給与所得のみ
で、年末調整時の内容に変
更のない人

給与所得以外の所得が20
万円以下の人

平成26年1月1日居住地
の市区町村または税務署
にお尋ねください。

市外にいる親族の税申告
上の扶養になっている、ま
たは誰の税申告上の扶養
にもなっていない。

市内にいる親族の税申告
上の扶養になっている。

は　い

次のうち、どれに該当しますか。

は　い

は　い

いいえ

いいえ

いいえ

所得の合計額が
所得控除の合計
額より大きいです
か。

いいえ

は　い

は　い いいえ

所得税が源泉徴収
されていますか。

所得税の確定申告
が必要です。

市県民税の申告が
必要です。

※国保税や保育料算定の
基礎資料にもなります。申
告がないと、国保税の減額
措置などが受けられませ
ん。

※収入が公的年金等のみ
の人は、所得税が還付され
る場合があります。

※税務署から確定申告書
が届いた人は、所得税が
かからなくても確定申告
が必要な場合があります。

※所得控除（社会保険料
控除、扶養控除など）の適
用をすでに受けている場
合、申告は不要です。

市県民税の申告ま
たは所得税の確定
申告が必要です。

市県民税の申告、
所得税の確定申告
は必要ありません。

市県民税の申告ま
たは所得税の確定
申告が必要です。

問 税務課　市民税班（☎38-3111）

※ご不明な点などにつきましては、税務課市民税班（☎３８-３１１１）までお尋ねください。
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申
告
が
必
要
な
人

◆
所
得
税
の
確
定
申
告

①
事
業（
農
業
、商
業
な
ど
）所
得

の
あ
る
人

②
不
動
産
所
得（
地
代
、家
賃
な

ど
）の
あ
る
人

※
①
、②
の
所
得
が
あ
る
人
で
、所

得
の
合
計
額
が
所
得
控
除
額（
社

会
保
険
料
控
除
や
扶
養
控
除
な

ど
）の
合
計
額
を
超
え
な
い
人
は
、

所
得
税
で
は
な
く
市
県
民
税
の

申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

③
給
与
収
入
が
あ
る
人
で
、次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▼
医
療
費
控
除
、住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
な
ど
の
適
用
を
受

け
る
人

▼
年
末
調
整
を
し
な
か
っ
た
人

▼
年
の
途
中
で
退
職
し
、そ
の
後

就
職
し
て
い
な
い
人

▼
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万

円
を
超
え
る
人

▼
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払

を
受
け
、年
末
調
整
さ
れ
て
い

な
い
給
与
の
支
払
額
が
20
万

円
を
超
え
て
い
る
人

▼
給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円
を

超
え
る
人

④
公
的
年
金
収
入
が
あ
る
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▼
公
的
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る

人
▼
所
得
控
除（
社
会
保
険
料
控
除

や
扶
養
控
除
な
ど
）の
適
用
を

受
け
る
人

※
任
意
契
約
の「
個
人
年
金
」や
生

命
保
険
料
の
満
期
返
戻
金
を
受

け
取
っ
た
人
は
、申
告
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
市
県
民
税
の
申
告

　

平
成
26
年
１
月
１
日
に
雲
仙

市
に
住
所
が
あ
る
人
で
、次
の
①

〜
⑤
に
該
当
し
な
い
人

①
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
人

②
給
与
収
入
の
み
で
、年
末
調
整

が
済
ん
で
い
る
人（
事
業
所
な

ど
の
支
払
者
か
ら
雲
仙
市
に
給

与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
場
合
に
限
り
ま
す
）

③
事
業
専
従
者
給
与
の
み
の
人

④
年
金
収
入
の
み
の
人
で
、収
入

金
額
が
１
４
８
万
円
以
下
の
人

（
65
歳
未
満
の
人
は
、収
入
金

額
が
98
万
円
以
下
の
人
）

⑤
雲
仙
市
内
に
い
る
親
族
の
税
申

告
上
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
人

※
収
入
が
無
い
人
で
も
、次
の
よ
う

な
場
合
は
、申
告
が
必
要
に
な
り
ま

す
。 

                                                       

・
国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
軽
減
制
度
を
受

け
る
場
合 

                                                      

・
諸
官
庁
や
勤
務
先
に
提
出
す
る
、

所
得
証
明
書
や
非
課
税
証
明
書
な

ど
を
必
要
と
す
る
人 

                                                      

申
告
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
平
成
25
年
１
月
〜
12
月
ま
で
の

収
入
と
支
出
が
わ
か
る
書
類

▼
給
与
、年
金
、報
酬
な
ど
の

「
源
泉
徴
収
票（
原
本
）」や

「
支
払
証
明
書
」

▼
配
当
所
得
な
ど
の「
利
益
配

当
金
領
収
書
」や「
支
払
調

書
」、生
命
保
険
満
期
返
戻

金
の「
支
払
証
明
書
」な
ど

▼
資
産
を
売
却
し
た
人
は「
売

買
契
約
書
」、公
共
事
業
の

た
め
に
資
産
を
売
却
し
た
人

は「
公
共
事
業
用
資
産
の
買

取
等
の
証
明
書
」

▼
免
税
の
対
象
と
な
る
肉
用
牛

を
売
却
し
た
人
は「
肉
用
牛

売
却
証
明
書
」

③
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の

あ
る
人
は「
収
支
内
訳
書
」

④
控
除
を
受
け
る
た
め
の
証
明
書

類▼
国
民
年
金
、生
命
保
険
料
、

介
護
医
療
保
険
料
、地
震
保

険
料
な
ど
の「
控
除
証
明
書
」

▼
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は

「
医
療
費
の
明
細
書（
封
筒
）」

と「
医
療
費
の
領
収
書
」な
ど

▼
初
め
て
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を

受
け
る
人
は「
契
約
書
」「
住

民
票
」「
住
宅
取
得
資
金
に
か

か
る
借
入
金
の
年
末
残
高

証
明
書（
金
融
機
関
発
行
）」

「
登
記
事
項
証
明
書
」  

な
ど

⑤
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人

は
、本
人
名
義
の「
預
金
通
帳
」

☆
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の

あ
る
人
の「
収
支
内
訳
書
」、医

療
費
控
除
を
適
用
す
る
た
め
の

「
医
療
費
の
明
細
書
」は
、事
前

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。書
類

は
、税
務
署
・
市
役
所
税
務
課
・

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
に

あ
り
ま
す
。

市県民税の申告、
所得税の確定申告は忘れずに

《受付期間》　2月17日（月）～3月17日（月）
※土曜日、3月9日、16日の日曜日を除く

た
ど
れ
ば
わ
か
る
！
あ
な
た
は
申
告
が
必
要
？

スタート
平成26年1月1日
現在、雲仙市に居
住していましたか。

主に給与である。
公的年金等のみ
である。

給与・公的年金等
以外に収入があ
る。

非課税収入のみ
（遺族年金・障害年金・
失業給付金など）

平成25年中に
収入がありま
したか。

次のうち、収入の種類はどれですか。

次のうち、ど
ちらに該当し
ますか。

土地などの
譲渡所得が
ある。

次のうち、どちらに
該当しますか。

営業所得・農業所
得・不動産所得・雑
所得・一時所得な
どがある。

年金の収入金額が
１４８万円（６５歳未
満の人は９８万円）
を超えていますか。

○給与所得以外の所得が
20万円を超える人
○医療費控除、住宅借入金
等特別控除などの適用を
受ける人

○年末調整をしなかった人
○年の途中で退職し、その
後就職していない人

○2か所以上から給与の支
払を受け、年末調整され
ていない給与の支払額が
20万円を超える人

○給与収入が2,000万円を
超える人

1か所からの給与所得のみ
で、年末調整時の内容に変
更のない人

給与所得以外の所得が20
万円以下の人

平成26年1月1日居住地
の市区町村または税務署
にお尋ねください。

市外にいる親族の税申告
上の扶養になっている、ま
たは誰の税申告上の扶養
にもなっていない。

市内にいる親族の税申告
上の扶養になっている。

は　い

次のうち、どれに該当しますか。

は　い

は　い

いいえ

いいえ

いいえ

所得の合計額が
所得控除の合計
額より大きいです
か。

いいえ

は　い

は　い いいえ

所得税が源泉徴収
されていますか。

所得税の確定申告
が必要です。

市県民税の申告が
必要です。

※国保税や保育料算定の
基礎資料にもなります。申
告がないと、国保税の減額
措置などが受けられませ
ん。

※収入が公的年金等のみ
の人は、所得税が還付され
る場合があります。

※税務署から確定申告書
が届いた人は、所得税が
かからなくても確定申告
が必要な場合があります。

※所得控除（社会保険料
控除、扶養控除など）の適
用をすでに受けている場
合、申告は不要です。

市県民税の申告ま
たは所得税の確定
申告が必要です。

市県民税の申告、
所得税の確定申告
は必要ありません。

市県民税の申告ま
たは所得税の確定
申告が必要です。

問 税務課　市民税班（☎38-3111）

※ご不明な点などにつきましては、税務課市民税班（☎３８-３１１１）までお尋ねください。
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市県民税の申告、所得税の確定申告は忘れずに

申
告
相
談
の
日
程
と
会
場

《受付時間》午前9時～11時、午後1時～4時
下記日程表で、●や●がついた会場で申告相談を行っています。（●は、税務署の出張相談日です）

※いずれの会場でも申告できます。

国見総合支所別館2階
瑞穂総合支所2階
吾妻町ふるさと会館2階
愛野総合支所2階
千々石総合支所3階
小浜総合支所2階
南串山総合支所別館1階

● ●

●

●
月 火 水 木 木金 土 日 月 火 水

国見総合支所別館2階
瑞穂総合支所2階
吾妻町ふるさと会館2階
愛野総合支所2階
千々石総合支所3階
小浜総合支所2階

南串山総合支所別館1階

２月

３月

●

●
●

● ●

●

●
●

●

●

●
●

● ●

●

● ●

●
●

●

●
●

●

●
● ●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

● ●

土 日 月 火 水 水 木 金 土木 金 土 日 月 火

●休日の申告相談のお知らせ
　今年、2月23日（日）および3月2日（日）に試行的に休日の申告相談を行います。休日の申告相談に来ら
れる人は下記のことをご承知の上、ご来場ください。
　①島原税務署が閉庁のため、申告内容に疑義などが生じた場合、直接詳細な問い合わせができません。
　　申告内容によっては受付できない場合があります。
　②混雑が予想されるため、平日に申告相談が可能な人につきましては、ご遠慮ください。

「確定申告書等作成コーナー」の画面の案内に従って、金額などを入力すれば、税額などが自動計算され、所得税、消費税の申告書や
青色申告決算書などが作成できます。

雲仙やまびこ会館
●

国税庁ホームページの
確定申告書等作成コーナーで
申告書の作成ができます。

検　索確定申告

●

●

●

●

● ●
●
●

●

●

※例年、期間の後半は混み合いますので、早めに申告しましょう。

●

●
●

日 月

●

金

●

●

●
●

●

※注意※
一覧表で空欄とな
っている日・会場で
は相談を行っていま
せん。よくお確かめ
の上、ご来場くださ
い。

～税務署からのお知らせ～　
●復興特別所得税が創設されました
　平成25年分から平成49年分までの各年分については、所得税と併せて復興特別所得税の申告及び納付をすることとさ
れています。復興特別所得税の額は、各年分の基準所得税額（原則として、その年分の所得税額）に2.1％の税率を掛けて
計算した金額です。
※　確定申告の記載方法、納付または還付される税額などの計算方法が変わりますので、誤りがないようにご注意ください。

●市県民税（均等割）の引き上げについて
　減災・防災のための費用の財源を確保するため、全国的に平成26年度から平成35年度までの10年間の臨時の措置とし
て、市県民税の均等割の標準税率を、市民税500円・県民税500円（合計1,000円）引上げることとされました。（平成25
年度まで4,500円、平成26年度から5,500円になります）

■問　税務課市民税班（☎38-3111）

（受付人数によっては、早めに締め切る
場合があります）

国立公園「雲仙」指定80周年
島原半島世界ジオパーク認定５周年

　国立公園「雲仙」は、昭和9年（1934年）に日本で最初の国立公園の指
定を受けて以来、今年3月16日で80周年を迎えます。また、島原半島ジオ
パークは、平成21年に日本で最初に世界ジオパークの認定を受け、今年
で5周年を迎えます。これらを記念する事業を開始するにあたり、国立公園
指定日である3月16日に「キックオフイベント」を開催し、80歳または5歳を
迎える方々とともにお祝いしたいと思いますので、島原半島在住の80歳と
5歳の方々を募集します。

島原半島ジオパーク　世界ジオパーク再認定記念

※当館インフォメーションにて入場券をご購入下さい。
※本券1枚で1 団体様のご利用となります。

※他割引との併用はできません。
※精算後の払い戻しはできません。

（一律）生きている地球を体感！大地の鼓動に触れるジオ・ミュージアム

営業時間 9：00～18：00（最終入館 17：00） （対象期間　平成 2５年 12月 2８日～平成 2６年 2月 28 日）

世界ジオパーク再認定
記念！

にてご入場いただけます。
島原半島の〈魅力〉を更に知っていただきたく、半島の皆様へ期間限定で当館に

（対象期間　平成25年12月28日～平成26年2月28日）対象期間　平成25年12月28日～平成26年2月28日

【キックオフイベント】
　　日時　3月16日（日）　午前11時～（約1時間程度）
　　場所　仁田峠第１展望所 （ロープウェイ乗り場下）
　　※雨天や濃霧の場合は、「雲仙メモリアルホール」になります。
　　応募資格　
      　①平成26年に、80歳または5歳を迎える島原半島在住の住民
　　　②イベント開催場所まで、お越しになれる人
　　募集人数　80歳の住民・・・各市3人ずつ
　　　　　　　5歳の住民・・・・・各市7人ずつ
　　※応募多数の場合、抽選で決定します。
　　※出場者は、風船飛ばしへ参加していただきます。また、イベント最後に
　　　80周年および5周年を記念した粗品を差し上げます。
　　応募方法　応募用紙に必要事項を記入の上、FAX、電子メールまたは
　　　　　　　郵送してください。
　　応募期限　2月28日（金）午後5時まで
　　応募先・問い合わせ　国立公園「雲仙」指定80周年及び島原半島世界
　　　　　　　　　　　 ジオパーク認定5周年記念事業実行委員会
                                 （事務局：「一般社団法人　島原半島観光連盟」）
　　　　〒855-0879
　　　　島原市平成町１-１（雲仙岳災害記念館内）
　　　　☎0957-62-0655　　FAX0957-62-0680　　　　　
　　　　電子メール　shimakanren@gamadas.jp

記念事業キックオフイベントに参加される島原半島住民募集

及び

38● 広報うんぜん
平成26年2月



市県民税の申告、所得税の確定申告は忘れずに

申
告
相
談
の
日
程
と
会
場

《受付時間》午前9時～11時、午後1時～4時
下記日程表で、●や●がついた会場で申告相談を行っています。（●は、税務署の出張相談日です）

※いずれの会場でも申告できます。

国見総合支所別館2階
瑞穂総合支所2階
吾妻町ふるさと会館2階
愛野総合支所2階
千々石総合支所3階
小浜総合支所2階
南串山総合支所別館1階

● ●

●

●
月 火 水 木 木金 土 日 月 火 水

国見総合支所別館2階
瑞穂総合支所2階
吾妻町ふるさと会館2階
愛野総合支所2階
千々石総合支所3階
小浜総合支所2階

南串山総合支所別館1階

２月

３月

●

●
●

● ●

●

●
●

●

●

●
●

● ●

●

● ●

●
●

●

●
●

●

●
● ●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

● ●

土 日 月 火 水 水 木 金 土木 金 土 日 月 火

●休日の申告相談のお知らせ
　今年、2月23日（日）および3月2日（日）に試行的に休日の申告相談を行います。休日の申告相談に来ら
れる人は下記のことをご承知の上、ご来場ください。
　①島原税務署が閉庁のため、申告内容に疑義などが生じた場合、直接詳細な問い合わせができません。
　　申告内容によっては受付できない場合があります。
　②混雑が予想されるため、平日に申告相談が可能な人につきましては、ご遠慮ください。

「確定申告書等作成コーナー」の画面の案内に従って、金額などを入力すれば、税額などが自動計算され、所得税、消費税の申告書や
青色申告決算書などが作成できます。

雲仙やまびこ会館
●

国税庁ホームページの
確定申告書等作成コーナーで
申告書の作成ができます。

検　索確定申告

●

●

●

●

● ●
●
●

●

●

※例年、期間の後半は混み合いますので、早めに申告しましょう。

●

●
●

日 月

●

金

●

●

●
●

●

※注意※
一覧表で空欄とな
っている日・会場で
は相談を行っていま
せん。よくお確かめ
の上、ご来場くださ
い。

～税務署からのお知らせ～　
●復興特別所得税が創設されました
　平成25年分から平成49年分までの各年分については、所得税と併せて復興特別所得税の申告及び納付をすることとさ
れています。復興特別所得税の額は、各年分の基準所得税額（原則として、その年分の所得税額）に2.1％の税率を掛けて
計算した金額です。

※　確定申告の記載方法、納付または還付される税額などの計算方法が変わりますので、誤りがないようにご注意ください。

●市県民税（均等割）の引き上げについて
　減災・防災のための費用の財源を確保するため、全国的に平成26年度から平成35年度までの10年間の臨時の措置とし
て、市県民税の均等割の標準税率を、市民税500円・県民税500円（合計1,000円）引上げることとされました。（平成25
年度まで4,500円、平成26年度から5,500円になります）

■問　税務課市民税班（☎38-3111）

（受付人数によっては、早めに締め切る
場合があります）

国立公園「雲仙」指定80周年
島原半島世界ジオパーク認定５周年

　国立公園「雲仙」は、昭和9年（1934年）に日本で最初の国立公園の指
定を受けて以来、今年3月16日で80周年を迎えます。また、島原半島ジオ
パークは、平成21年に日本で最初に世界ジオパークの認定を受け、今年
で5周年を迎えます。これらを記念する事業を開始するにあたり、国立公園
指定日である3月16日に「キックオフイベント」を開催し、80歳または5歳を
迎える方々とともにお祝いしたいと思いますので、島原半島在住の80歳と
5歳の方々を募集します。

島原半島ジオパーク　世界ジオパーク再認定記念

※当館インフォメーションにて入場券をご購入下さい。
※本券1枚で1 団体様のご利用となります。

※他割引との併用はできません。
※精算後の払い戻しはできません。

（一律）生きている地球を体感！大地の鼓動に触れるジオ・ミュージアム

営業時間 9：00～18：00（最終入館 17：00） （対象期間　平成 2５年 12月 2８日～平成 2６年 2月 28 日）

世界ジオパーク再認定
記念！

にてご入場いただけます。
島原半島の〈魅力〉を更に知っていただきたく、半島の皆様へ期間限定で当館に

（対象期間　平成25年12月28日～平成26年2月28日）対象期間　平成25年12月28日～平成26年2月28日

【キックオフイベント】
　　日時　3月16日（日）　午前11時～（約1時間程度）
　　場所　仁田峠第１展望所 （ロープウェイ乗り場下）
　　※雨天や濃霧の場合は、「雲仙メモリアルホール」になります。
　　応募資格　
      　①平成26年に、80歳または5歳を迎える島原半島在住の住民
　　　②イベント開催場所まで、お越しになれる人
　　募集人数　80歳の住民・・・各市3人ずつ
　　　　　　　5歳の住民・・・・・各市7人ずつ
　　※応募多数の場合、抽選で決定します。
　　※出場者は、風船飛ばしへ参加していただきます。また、イベント最後に
　　　80周年および5周年を記念した粗品を差し上げます。
　　応募方法　応募用紙に必要事項を記入の上、FAX、電子メールまたは
　　　　　　　郵送してください。
　　応募期限　2月28日（金）午後5時まで
　　応募先・問い合わせ　国立公園「雲仙」指定80周年及び島原半島世界
　　　　　　　　　　　 ジオパーク認定5周年記念事業実行委員会
                                 （事務局：「一般社団法人　島原半島観光連盟」）
　　　　〒855-0879
　　　　島原市平成町１-１（雲仙岳災害記念館内）
　　　　☎0957-62-0655　　FAX0957-62-0680　　　　　
　　　　電子メール　shimakanren@gamadas.jp

記念事業キックオフイベントに参加される島原半島住民募集

及び
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■健診・がん検診の受診は今月まで！
　本年度の医療機関で受ける個別特定健診（市国
保）、若年者健診、各種がん検診は2月28日まで
受けることができます。
　まだの人は早めに受診してください。受診の際
は医療機関に予約が必要です。
　なお、特定健診は無料ですが、若年者健診・各
種がん検診は自己負担金が必要です。
　各種健（検）診の対象者など、詳しくは5月に
各世帯に配布しました「雲仙市健診のお知らせ」
チラシまたは市ホームページをご覧ください。
　特定健診などの健康
診査、がん検診、歯の
健診のうち2つ以上受診
すれば、『雲仙市健康★
チャレンジ』に応募で
き、抽選により旅行券、
商品券などの各種商品
が当たります！
　応募締切りは2月28
日です。詳しくは11月
号の「広報うんぜん」をご覧ください。

� 問　健康づくり課（☎38-3111）

■視覚障害者の生活訓練に
　参加しませんか！
【点字訓練】
日時　2月12日㈬、18日㈫
　　　午前10時～正午（点字訓練）
　　　午後1時～3時
　　　（視覚障害者とボランティアの交流会）
場所　小浜老人福祉センター
参加費　無料
※午後からの交流会のみの参加でも結構です。希
望者はご連絡ください。
　市役所本庁⇔小浜老人福祉センター間はマイクロ
バスでの送迎も行っていますので、ご利用ください。
【広報うんぜんのCD音訳版】
　「広報うんぜん」の内容をCDに録音し、視覚障
害のある人に無料で配布しています。
　ご希望の人はご連絡ください。
� 問　福祉課障害福祉班（☎36-2500）

■子ども・子育てに関する
　ニーズ調査にご協力ください。
　平成24年8月に「子ども・子育て関連3法」が
成立し、平成27年度から「子ども・子育て新制度」
の実施が予定されています。
　雲仙市では、「子ども・子育て新制度」の実施
にあたり、国の定める「基本指針」に基づき、地
域のニーズを踏まえた「雲仙市子ども・子育て支
援事業計画」を策定します。
　今回のニーズ調査は、市民の皆さんの教育・保
育・子育て支援事業の「現在の利用状況」や「今
後の利用希望」などを把握し「雲仙市子ども・子
育て支援事業計画」へ反映させる大切な調査です。
調査票が送付された世帯につきましては、調査の
趣旨をご理解いただき、調査にご協力をお願いし
ます。
○調査対象
　小学生4年生以下の子どものいる世帯が対象です。
　　就学前児童のいる世帯	 800世帯
　　小学生児童のいる世帯	 1,400世帯
　　　合計	 2,200世帯
○調査方法
　対象世帯から抽出された世帯に郵送で調査票を
配布します。記入が済みましたら、同封の返信用
封筒（切手不要）に入れ、2月14日㈮までに投函
してください。
○調査期間
　2月1日㈯～2月14日㈮
○調査結果
　調査結果については、ホームページで報告させ
ていただく予定です。
� 問　子ども支援課（☎36-2500）

■ハローワーク諫早巡回相談
　児童扶養手当受給資格者を対象に、ハローワー
ク諫早の巡回相談が毎月実施されます。お気軽に
ご相談ください。
日　時：2月12日㈬午前10時～午後4時
場　所：雲仙市福祉事務所（千々石庁舎内）
対象者：児童扶養手当の受給資格者
内　容：職業相談、職業紹介（1人50分程度）
＊事前に電話予約してください。
� 問　子ども支援課（☎36-2500）

● 広報うんぜん
平成26年2月 40
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■就職したい人を応援します。
　～雲仙市就職支援相談事業～
2月の相談日は、2月27日㈭愛野町公民館
相談は、1人約50分程度（電話予約制）
※場合によっては、ご希望の時間帯に添えない場
合もあります。
※相談対象者は、雲仙市内在住または雲仙市へ
UJIターン希望の人

【相談の時間帯】
①午前10時30分～11時20分
②午前11時30分～午後0時20分
③午後1時30分～2時20分
④午後2時30分～3時20分
⑤午後3時30分～4時20分
� 申込・問　商工労政課（☎38-3111）

■平成26年度就学援助申請の受付
準要保護就学援助事業
　小・中学校児童生徒の就学費用に経済的理由で
お困りの保護者の皆さんに、学用品費、学校給食
費などの費用の一部の援助を行います。
援助費の内容
　①学用品費など
　　�学用品費、通学用品費、通学費、校外活動費、
修学旅行費、体育実技用具費（柔道・剣道）

　②医療費
　　�学校で治療の指示を受けた疾病（トラコーマ、
結膜炎、白せん、かいせん、膿痂疹、中耳炎、
慢性副鼻腔炎、アデノイド、う歯、寄生虫病）
の治療に要する費用

　③学校給食費
提出書類
　「就学援助申請書」のほか申請理由に関係する
書類の写しなどが必要です。申請書は、教育委員
会総務課や生涯学習課各駐在に備え付けてありま
す。
　雲仙市ホームページからも申請書をダウンロー
ドできます。
提出期限　3月7日㈮まで
※小学新1年生、転入生は、4月11日㈮まで
※4月分からの援助を希望する場合は、期限ま
でに申請してください。
※前年度に引き続き援助を希望する場合も、申
請が必要になります。

� 問　教育委員会総務課（☎37-3113）

■一般の人へも広報うんぜん	 	
　音訳CDを貸し出します！
　目が不自由な人、広報を読むのが面倒な人、車
の運転中に聞きたい人などへ、「広報うんぜん」
をCDに録音したものを、無料で貸し出します。
　広報うんぜんを音声でお楽しみください。
【貸し出し場所】
・雲仙市役所　市民窓口課
・各総合支所　市民生活課
・福祉事務所　福祉課
・各町図書館
【貸出期間】2週間
� 問　福祉課障害福祉班（☎36-2500）

【平成26年度交通災害共済に加入しましょう】
　自動車や電車などの交通機関が発達している
今日、いつ「交通事故災害」にあうかわかりま
せん。もしものときのために、家族そろって交
通災害共済に加入しましょう。
 交通事故災害とは 
　国内で自動車や汽車、電車、原動機付自転車、
自転車（16インチ以上）、定期旅客船、旅客機
などの接触、衝突、転覆などにより事故にあっ
た場合
 加入できる人は 
・雲仙市に住民登録をしている人
　（市外に転出している人は加入できません）
・就学（学生）のため一時的に転出している人
 共済掛金は 
加入者1人につき500円
※中途加入者（4月1日以降の加入者）について
も同額
 共済期間は 
平成26年4月1日から平成27年3月31日まで
※中途加入者（4月1日以降の加入者）は、市役
所または各総合支所で受理した日時から平成27
年3月31日まで
 申込方法は 
　所定の申込用紙で、各自治会で取りまとめる
か、市役所市民安全課または最寄りの各総合支
所市民生活課へ直接申し込みください。
 災害共済の請求期限は 
　事故発生日から2年以内
※請求書、その他の関係書類は市役所市民安全
課および各総合支所市民生活課にあります。詳
しくはお問い合わせください。
　なお、請求の際、加入申込書兼領収書（加入
者控）が必要となりますので、大切に保管をお
願いします。
� 問　市民安全課（☎38-3111）
� 各総合支所市民生活課　　

● 広報うんぜん
平成26年2月41
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■社会体育施設の早期利用予約を		
　受け付けます。
　社会体育施設の利用申請は、利用日の前月から
の受付になりますが、恒例の地域のスポーツ行事
や大会など、一定の条件を満たす行事などについ
ては、早期の予約を受け付けています。詳しくは、
教育委員会生涯学習課（スポーツ振興班）または
各駐在の受付窓口にご相談ください。
1次受付　2月1日～2月28日まで
※学校施設は対象となりません。
※あくまで「予約」を受け付けるもので、実際の利
用については、改めて利用申請が必要となります。
※予約の希望が重複した場合は、希望者双方で調
整をお願いします。
問　生涯学習課（スポーツ振興班）（☎37-3113）

■難病の人も障害福祉サービス等		
　の受給ができます。
　平成25年4月から、障害者の範囲に難病などの
方々が加わり、身体障害者手帳の所持の有無に関
わらず、障害福祉サービス等※の受給ができるよ
うになっています。
※障害福祉サービス等
・障害児・者については、障害福祉サービス、相
談支援、補装具および地域生活支援事業。
・障害児については、障害児通所支援および障害
児入所支援。
○手続き
　対象疾患に羅患していることがわかる証明書
（診断書または特定疾病医療受給者証など）を持
参の上、市役所または各総合支所の担当窓口へ申
請してください。その後、障害程度区分の認定や
支給認定などの手続きを経て、必要と認められた
サービスを利用できることになります。
� 問　福祉課障害福祉班（☎36-2500）

■障がい者巡回相談のお知らせ
　障害者相談支援事業所「はあと」（市委託事業者）
と「障害者就業・生活支援センターけんなん」（県
委託事業者）では、障がいのある人やその家族を
対象に、毎月巡回相談を行っています。お気軽に
ご相談ください。秘密は厳守します。
日時場所　2月10日㈪　吾妻町ふるさと会館
時間　午前10時～午後3時
相談　無料（予約不要）
問　福祉課障害福祉班（☎36-2500）
　　障害者相談支援事業所「はあと」（☎36-3850）

■雲仙市ふるさと納税		
　ご寄付ありがとうございます。
　12月中に寄付をいただいた皆さん（承諾頂いた
人のみ掲載）
氏名（敬称略） 住所 出身町 金額
山崎　聡 埼玉県 吾妻町 ―
嬉野　豊 福岡県 島原市 1,000,000円
松永　光 埼玉県 南串山町 100,000円
本多　清隆 埼玉県 小浜町 ―
ほか、1人からいただきました。
平成25年度（12月末現在）
件　　数 23件
合計金額 2,321,340円

 ふるさと雲仙市の応援団を募集しています 
　ご寄付いただきました皆様には心からお礼申し上
げます。今後とも、市内にお住まいの皆さんには、
「雲仙市を応援したい」、「雲仙市のために何かした
い」という思いを持たれる、市外にお住まいの家族、
親戚、友人、知人の方々をご紹介いただき、雲仙市と
の懸け橋となっていただきますようお願い申し上げ
ます。
問・申込　政策企画課　地域振興班（☎38-3111）

　長崎県の「地域の元気づくり支援交付金」を活用し、
市内の希望する自治会に対して、プランターや花苗など
の配付を行いました。花づくりで地域の絆が深まり、地
域コミュニティの活性化が図られ、笑顔の輪が広がって
います。

問　市民窓口課（☎38-3111）花づくりで地域の絆を深めましょう

（国見町東里自治会） （愛野町本町自治会）
● 広報うんぜん
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市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　近年の燃油価格の高騰により、その影響を受けやすい施設園芸や漁業において、経営の悪化が深刻
な状況となっています。
　雲仙市では、燃油使用量削減の設備導入に対する支援や価格高騰時に補填金を交付する国の制度へ
の加入を促進することで、その負担を軽減するとともに、燃油価格高騰の影響を受けにくい産地づく
りを推進します。
◆雲仙市農業用燃油高騰特別対策事業
①補助対象期間　平成25年10月1日～平成26年3月31日
②補助対象者　　市内に居住する農業者で組織する団体など
　　　　　　　　（いちご、ミニトマト、菊、ハウスみかんなど加温用燃油
　　　　　　　　としてA重油を使用する施設園芸の品目）
③補助交付条件　施設園芸セーフティネット構築事業への加入
④補助対象　　　農業用として使用するA重油の購入代金
⑤補助単価　　　A重油1リットル当たり10円以内

◆雲仙市漁業用燃油高騰特別対策事業
①補助対象期間　平成25年10月1日～平成26年3月31日
②補助対象者　　橘湾東部漁協、瑞穂漁協、国見漁協および有明漁協（多比良支所）の組合員および
　　　　　　　　漁業を営み、市内に居住する漁業者
③補助交付条件　漁業経営セーフティネット構築事業への加入
④補助対象　　　漁業用として使用するA重油の購入代金
⑤補助単価　　　A重油1リットル当たり10円以内

※事業ごとに各地区で説明会を開催することとしています。詳しくお聞き
になりたい人は、お問い合わせください。� 問　農林水産課（☎38-3111）

　女性は、男性の2倍ほど「うつ病」になりやすいといわれ、その原因には、女性ホルモンの影響や
社会的役割の格差などが考えられています。
　女性は家庭に入ると嫁ら

・ ・ ・
しさ、妻ら

・ ・ ・
しさ、そして母ら

・ ・ ・
しさを求められ家族の中でストレスを受ける

核になりがちです。無理をして完璧でいることより、少しだけ肩の力を抜いてがんばらないことで世
界が変わって見えるかも知れません。他人との比較である「ら

・ ・ ・
しさ」にとらわれることなく、自分の

バランスを自分でつくり「自分ら
・ ・ ・
しく」いる方がずっとラクでいられると思いませんか。

　それを可能にするのはパートナーである男性の少しの配慮ある言葉と行動です。今回は女性のから
だとこころ、家族との関係に焦点をあてて、お話しいただきます。明日からの自分のために、ぜひご
参加ください。
　日　時：2月23日㈰　午後1時30分（午後1時～　受付）
　場　所：吾妻町ふるさと会館

こころの健康づくり講演会

※申込は不要です。託児については、お問合せください。� 問　健康づくり課（☎38-3111）

～　講　師　紹　介　～

雲仙市燃油高騰対策

心の相談員
　西川　イシエ　先生（看護師） （産婦人科医）

やすひ　ウィメンズヘルス　クリニック
院長　安日　泰子　先生 

● 広報うんぜん
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お
知
ら
せ

■
　
長
崎
県
産
業
別
最
低
賃
金
が
改

正
さ
れ
ま
し
た

◇
長
崎
県
最
低
賃
金
…
6
6
4
円

◇
産
業
別
最
低
賃
金

①
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機

械
器
具
製
造
業

　
7
8
8
円
（
1
月
4
日
～
）

②
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業

　
7
2
6
円
（
1
月
16
日
～
）

③
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

関
製
造
業

　
8
0
0
円
（
1
月
16
日
～
）

問　
長
崎
県
労
働
局
賃
金
室

�

☎
0
9
5（
8
0
1
）0
0
3
3

■
　
自
動
車
税
の
納
付
は
便
利
な
口

座
振
替
で

　
長
崎
県
で
は
、
自
動
車
税
（
軽
自

動
車
は
除
き
ま
す
）
を
口
座
振
替
の

方
法
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
一
度
手
続
を
し
ま
す
と
、
毎
年

納
期
限
に
自
動
で
引
き
落
と
さ
れ
ま

す
の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
く
、
大
変

便
利
で
す
。

　
手
続
き
は
、
預
貯
金
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
な
ど
に
お
い
て
、
口
座
振

替
申
込
書
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便

局
）
の
場
合
は
、
窓
口
に
備
付
け
の

申
込
書
）
に
記
入
・
押
印
の
う
え
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
車
検

用
の
納
税
証
明
書
は
振
替
確
認
後
、

6
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

問　
長
崎
県
総
務
部
税
務
課

�
☎
0
9
5（
8
9
5
）2
2
1
4

■
　
定
例
登
山
会「
眉
山
登
山
会
56
」

日
時　
3
月
1
日
㈯　
午
前
10
時
～

午
後
2
時
30
分

集
合
場
所　
平
成
新
山
ネ
イ
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー

募
集
人
数　
10
人　
※
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

受
付
方
法　
電
話
受
付
（
先
着
順
）

予
約
受
付
開
始
日　
2
月
15
日
㈯

　
午
前
10
時
～

参
加
費　
大
人
5
0
0
円
、
小
学
生

3
0
0
円
（
保
険
代
等
）

持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
、弁
当
、

飲
み
物
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
雨
具

そ
の
他　
雨
天
中
止
（
中
止
は
電
話

連
絡
し
ま
す
。）

問　
平
成
新
山
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

�

☎
0
9
5
7（
63
）6
7
5
2

■
　
日
曜
日
に
乳
が
ん
検
診
を
受
け

ま
せ
ん
か

　

雲
仙
市
民
の
人
は
乳
が
ん
検
診

を
、愛
野
記
念
病
院
、哲
翁
病
院
、泉

川
病
院
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
、泉
川
病
院
に
お
い
て
、子
育

て
、介
護
、仕
事
な
ど
多
忙
な
平
日
を

過
ご
す
現
代
女
性
の
た
め
に
、日
曜

日
乳
が
ん
検
診
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
時　
2
月
9
・
23
日
㈰
午
前
9
時

～
午
後
4
時
30
分
（
予
約
制
）

場
所　
医
療
法
人
栄
和
会
泉
川
病
院

検
査　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー（
40
歳
以

上
）・乳
腺
エ
コ
ー（
20
歳
～
39
歳
）・

視
触
診（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
乳

腺
エ
コ
ー
は
女
性
技
師
対
応
）

料
金　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
・
視
触

診
5
0
0
円
、
乳
腺
エ
コ
ー
・
視

触
診
4
0
0
円

※
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の
人

は
持
参
す
る
と
無
料
で
す
。

問　
泉
川
病
院
（
検
診
室
）

�
☎
0
9
5
7（
72
）2
0
1
7

■
　
国
民
年
金
基
金
の
ご
紹
介

　
国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
に

上
乗
せ
し
て
加
入
し
、
税
金
の
優
遇

を
受
け
な
が
ら
、
よ
り
充
実
し
た
年

金
を
受
け
ら
れ
る
積
立
方
式
の
公
的

な
年
金
で
す
。

メ
リ
ッ
ト
は

◆
受
取
る
年
金
は
、「
公
的
年
金
等

控
除
」
の
対
象
で
、
そ
の
額
は
一

生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◆
万
一
の
時
は
、
ご
遺
族
が
「
一
時

金
」
を
受
取
れ
ま
す
。

◆
掛
金
は
、
①
全
額
「
社
会
保
険
料

控
除
」
の
対
象
で
、
所
得
税
も
住

民
税
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。
②
途
中

で
「
一
時
停
止
」
や
「
増
減
」
も

で
き
ま
す
の
で
、
収
入
に
応
じ
て

無
理
な
く
続
け
ら
れ
ま
す
。

加
入
で
き
る
人
は

◆
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人

（
20
歳
～
60
歳
未
満
）
で
す
。

◆
60
歳
～
65
歳
未
満
の
国
民
年
金
任

意
加
入
の
人
も
加
入
で
き
ま
す
。

（
国
民
年
金
保
険
料
免
除
の
人
や

農
業
者
年
金
に
加
入
の
人
な
ど
、

一
部
の
人
は
加
入
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

問　
長
崎
県
国
民
年
金
基
金

�

☎
0
1
2
0（
65
）4
1
9
2

■
　
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
テ
レ
ビ
放

送
を
ご
覧
の
皆
様
へ

　

現
在
、「
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ（
主
に

ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
）」の
み
で
地
デ

ジ
放
送
を
直
接
視
聴
さ
れ
て
い
る
ご

家
庭
は
、こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
平
成
27

年
3
月
ま
で
に
終
了
し
ま
す
。終
了

後
は
、ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
だ
け
で
は

テ
レ
ビ
放
送
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。引
き
続
き
、テ
レ
ビ
を

視
聴
す
る
た
め
に
は
、地
デ
ジ
対
応
テ

レ
ビ
、地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
、ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
と
の
有
料
契
約
、専
用
チ
ュ
ー

ナ
ー（
セ
ッ
ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
）な
ど

の
準
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問　
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

�

☎
0
5
7
0（
07
）0
1
0
1

■
　
島
原
特
別
支
援
学
校
南
串
山
分

教
室「
中
学
部
校
外
バ
ザ
ー
」

日
時　
2
月
21
日
㈮　
午
前
10
時
30

分
～
午
後
1
時
20
分

場
所　
イ
オ
ン
有
家
店

製
品　

マ
グ
ネ
ッ
ト
・
キ
ャ
ン
ド

ル
・
ヘ
ア
ー
ゴ
ム
・
エ
コ
た
わ

し
・
封
筒
な
ど

問　
島
原
特
別
支
援
学
校
南
串
山
分
教
室

�

☎
0
9
5
7（
76
）3
0
2
5

Information

〔
広
告
〕
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■
　
2
月
22
日
は
行
政
書
士
記
念
日

　
県
行
政
書
士
会
で
は
1
日
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
2
月
21
日
㈮

　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時
ま
で

場
所　
市
内
行
政
書
士
事
務
所

相
談
内
容　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転

用
、
会
社
・
法
人
設
立
な
ど

問　
島
原
支
部
長　
廣
田
賢
治
事
務
所

�

☎
0
9
5
7（
63
）0
8
3
1

■
　
ご
存
知
で
す
か
？
国
の
助
成
を
受

け
ら
れ
る「
中
退
共
」の
退
職
金
制
度

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
（
中

退
共
制
度
）
は
、
退
職
金
制
度
を
独

自
に
持
つ
こ
と
が
困
難
な
中
小
企
業

に
対
し
、
事
業
主
の
相
互
共
済
の
仕

組
み
と
国
の
援
助
に
よ
っ
て
、
手
軽

に
、
安
全
に
、
確
実
か
つ
有
利
な
退

職
金
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
つ
く
ら
れ
た
、
法
律
に
基
づ

い
て
設
け
ら
れ
た
退
職
金
共
済
制
度

で
す
。

　
詳
し
く
は
中
退
共
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://chutaikyo.taisyokukin.go.jp/

問  （
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

�

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

�

☎
03（
6
9
0
7
）1
2
3
4

■
　
第
16
回
長
崎
県
高
等
学
校
島
原

半
島
美
術
展

日
時　
2
月
7
日
㈮
～
11
日
㈫

場
所　
サ
ン
プ
ラ
ザ
万
町（
島
原
市
）

参
加
校　
島
原
高
校
、
島
原
農
業
高

校
、
島
原
工
業
高
校
、
島
原
商
業

高
校
、
国
見
高
校
、
小
浜
高
校
、

口
加
高
校
、
島
原
翔
南
高
校

出
品
数　
約
50
点

問　
島
原
工
業
高
等
学
校

�

☎
0
9
5
7（
62
）2
7
6
8

　
募
　
集

■
　
長
崎
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
参
加

者
募
集

　
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
（
昭

和
30
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
）
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

（
将
棋
大
会
は
、
年
齢
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。）

●
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

日
時　
5
月
10
日
㈯

場
所　
長
崎
市
総
合
運
動
公
園
ほ
か

種
目　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
な
ど

参
加
料　
個
人
種
目　
1
人
5
0
0

円
、
団
体
種
目　
団
体
に
よ
り
異

な
る

申
込
期
限　
2
月
25
日
㈫

申
込
先　
各
種
自
競
技
団
体

●
囲
碁
・
将
棋
交
流
大
会

参
加
料　
1
人　
5
0
0
円

申
込
期
限　
4
月
18
日
㈮

申
込
先　
大
会
事
務
局

問  （
公
財
）県
す
こ
や
か
長
寿
財
団

�

☎
0
9
5（
8
4
7
）5
2
1
2

■
　
南
高
北
部
環
境
衛
生
組
合
嘱
託

職
員

業
務
内
容　
し
尿
等
収
集
運
搬
業
務

勤
務
日　
①
月
曜
～
金
曜
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
②
①
以
外
の

勤
務
日
あ
り

勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時
15
分

報
酬　
月
額
1
8
9
，5
0
0
円（
通

勤
2
㎞
以
上
通
勤
手
当
有
）

社
会
保
険
等　
健
康
保
険
、
厚
生
年

金
、
雇
用
保
険

雇
用
期
間　
平
成
26
年
4
月
1
日
～

平
成
27
年
3
月
31
日

募
集
人
員　
1
人

要
件　
・
18
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

（
平
成
26
年
4
月
1
日
現
在
）

　
・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
A
T

車
限
定
を
除
く
）
を
有
す
る
人

　
・
南
高
北
部
環
境
衛
生
組
合
区
域

内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
人

選
考
方
法　
1
次
（
適
性
試
験
）

　
　
　
　
　
2
次
（
面
接
試
験
）

選
考
日　
1
次
試
験　
3
月
2
日
㈰

　
　
　
　
2
次
試
験　
3
月
9
日
㈰

募
集
期
間　
2
月
3
日
㈪
～
21
日
㈮

申
込
方
法　
組
合
事
務
所
備
え
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介
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国際交流員　金 銀淑さんの
キム ウンスク

韓国求礼郡から、アンニョンハセヨ
姉妹都市

〔
広
告
〕

白菜のパリパリ漬け

栄養価（１人分）

材料（4人分）
①白菜はよく洗い、3cm幅に切る。
②昆布はキッチンバサミで5mm幅に切る。
③鷹の爪は種を除き、適当な大きさに切る。
④材料をすべて保存袋に入れて、軽くもみ、空気を抜い
て冷蔵庫に入れる。時折、裏表を返しながら、1時間ほ
どで出来上がり。

白菜.......................................................... 1/4株（500g程度）
昆布.................................................................................. 5cm
鷹の爪..........................................................................1～2本
砂糖..............................................................................大さじ1
醤油..............................................................................大さじ1
米酢（レモン、柚子の果汁でも可）...............................大さじ1
粗塩（米麹でも可）.......................................................小さじ2

　　

つくり方

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会愛野支部

14kcal 0.6ｇ

エネルギー たんぱく質 塩分

1.3ｇ

 白菜の代わりに、キャベツでもお
いしくできます。あっさりした味
と、パリパリの食感がくせになる、
手軽にできる1品です。

出雲大社のしめ縄

サンシュユ群落地

全
羅
南
道
農
漁
業
遺
産
の
第
１
号
に

『
求
礼
郡
サ
ン
シ
ュ
ユ
栽
培
地
域
』が
選
定

求
礼
郡
に
あ
る「
サ
ン
シ
ュ
ユ
栽
培
地
域
」は
、12
月
に
開
催
さ
れ
た

全
羅
南
道
重
要
農
魚
業
遺
産
審
議
委
員
会
で
、韓
国
全
羅
南
道
の
重

要
農
漁
業
遺
産
※
第
１
号
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

求
礼
郡
の
サ
ン
シ
ュ
ユ
栽
培
地
域
一
帯
は
、韓
国
最
初
の
サ
ン
シ
ュ
ユ

の
木
が
現
存
し
、韓
国
内
生
産
量
63
・４
％
、栽
培
面
積
２
２
８
ｈ
ａ
の

韓
国
内
最
大
の
サ
ン
シ
ュ
ユ
群
落
地
が
あ
り
ま
す
。

求
礼
郡
は
、耕
作
地
が
不
足
な
山
間
地
域
で
あ
り
、生
計
維
持
の
手

段
と
し
て
千
年
前
か
ら
地
形
と
気
候
を
利
用
し
て
サ
ン
シ
ュ
ユ
の
栽
培

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
を
持
っ
た
サ
ン
シ
ュ
ユ
栽
培
地
域
一
帯
は
、盆
地
型

の
地
形
を
活
か
し
た
サ
ン
シ
ュ
ユ
栽
培
の
適
地
で
あ
り
、ま
た
、低
い
石

垣
と
マ
ッ
チ
し
た
サ
ン
シ
ュ
ユ
群
落
地
の
景
観
は
、春
に
は
一
面
を
黄
色

で
彩
り
、秋
に
は
赤
く
染
ま
っ
た
実
が
壮
観
を
演
出
し
ま
す
。

求
礼
郡
守
は
、「
地
域
の
代
表
資
源
で
あ
る
サ
ン
シ
ュ
ユ
の
保
存
と

育
成
の
た
め
に
は
、行
政
か
ら
の
支
援
に
よ
り
、サ
ン
シ
ュ
ユ
栽
培
地
域

が
文
化
的
、景
観
的
特
性
を
持
つ
こ
と
で
、全
羅
南
道
第
１
号
重
要
農

漁
業
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、２
０
１
４
年
に
は
必
ず
韓
国

国
家
農
漁
業
遺
産
、世
界
重
要
農
漁
業
遺
産
の
指
定
を
目
指
し
て
準

備
し
て
い
く
。」こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

※
重
要
農
漁
業
遺
産
・・・
長
期
間
に
わ
た
り
、自
然
環
境
に
適
応
し
、形
成
さ
れ
た

農
魚
業
資
源
に
お
い
て
、保
存
、維
持
、伝
承
の
価
値
が
あ
る
伝
統
的
農
漁
業
シ
ス

テ
ム
と
農
漁
村
の
景
観
な
ど
を
指
定
し
、観
光
資
源
化
す
る
事
業
。

昨年の12月に島根県にある出雲大社に行ってきました。関門橋を通
るときは、車で九州を離れることが初めてでとても新鮮な気持ちでした。
九州を離れてどんどん変わっていく車窓からの景色は、雪がたくさん積
もった山道、水平線に島がない日本海など、長い道のりをとても短く感
じさせてくれました。
ソウルからプサンまで高速道路を車で走ると5時間かかるのに比べ、
諫早から出雲大社までの約8時間の長い道のりは、日本の広さを感じる
のに充分でした。
出雲大社は、ほかの神社とは違うところがたくさんありました。まず、

参拝の仕方が普通の二礼二拍手一礼ではなく、二礼四拍手一礼でし
た。私も「いい人との出会いがありますように」と何度も何度もお願いし
てきました。そして、目にした大きなしめ縄の姿は、目の前の実物の大きさが本で見るのとは全く違い、迫力があ
りました。大きなしめ縄を見ながら、千々石町橘神社の大門松を初めて見たときにびっくりしたことを思い出し、
「人ってものすごく大きかったり、高かったり、普通じゃないものは印象に残るんだな」と思いました。
旅を終え、帰路の道中は、いつも「もっと旅行したい気持ち」と「早く帰りたい気持ち」がいつも共存します。そし

て、私の早く帰りたい気持ちは、韓国の実家より雲仙市のアパートを思い出させて、「住めば都」という日本のこ
とわざがぴったり合うと思いました。縁結びで有名な出雲大社で祈ってきましたので、私にとって第二のふるさ
とになった雲仙市の方々との縁もこれからもずっと続くと思います。
平成26年が始まって1か月、私のパートナーになる人とのいい出会いはまだありませんが、その時が訪れるこ

とを願って、仕事に、プライベートに頑張っていきたいです。

サンシュユの木

人のうごき（12月末）
■人　口：47,228人（前月比－39人）
　　　男性：22,317人／女性：24,911人
■世帯数：17,205世帯（前月比＋7世帯）

 親子で楽しく“食べる”を学ぼう！スポーツ医・科学基礎講座
テーマ　　「成長期における食事
                   ～スポーツをする子供達へ～」　
期日・会場・講師 時間午後7時30分～9時30分　　 
　■2月7日（金）国見町文化会館まほろば（ホール）
　　　講師：長崎スポーツ栄養研究会　　
      　　　　会長　田浦　治美　氏
　■2月14日（金）南串山ハマユリックスホール（ホール）
　　　講師：同上
　■2月21日（金）吾妻町ふるさと会館（多目的ホール）
　　　講師：長崎スポーツ栄養研究会　　　　　
      　　　　外山　信子　氏
申込方法　　申込先に備え付けの「申込書」で
　　　　　　申し込んでください。
申込先　　　生涯学習課、各駐在、吾妻体育館
問い合わせ　生涯学習課スポーツ振興班　
　　　　　　　　　　　　 ☎37-3113

◎雲仙市消防出初式が行われました◎
　1月5日、新春を飾る恒例の雲仙市消防出初式が、小浜マリ
ンパークで行われました。
　式典では、消防功労者や退職消防団員への表彰授与などが
あり、その後、消防団員や消防署員による分列行進や消防ポン
プによる放水演習などが実施されました。
　万が一の災害時の対応において、大きな力となる消防。「自
分たちのまちは自分たちで守る」という精神の下、日夜地域の
防災活動を行っています。

式典中、敬礼を行う消防団員・署員
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　万が一の災害時の対応において、大きな力となる消防。「自
分たちのまちは自分たちで守る」という精神の下、日夜地域の
防災活動を行っています。

式典中、敬礼を行う消防団員・署員
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↓色が薄いときは50％で

この印刷物は、環境に配慮し再生紙と揮発性有機化合物を一切含まない
NON-VOCベジタブルインキで印刷されています。

広報 催し・お知らせ

市民ミュージカル「至純の人　千々石ミゲル」チケット発売！

緋寒桜の郷まつり
　重要文化財・鍋島邸の緋寒桜が見ごろを迎える２月末から、重
要伝統的建造物群保存地区・神代小路を会場に、緋寒桜の郷ま
つりが開催されます。期間中は、芸能大会や吟行俳句大会、お茶
会、小中学生絵画展などのイベントを予定しています。詳しくは、
お問い合わせください。
　期間　2月22日(土)～3月9日(日) 
　会場　国見町　神代小路
　問い合わせ　緋寒桜の郷まつり実行委員会
　　　　　　　☎0957-78-1079

　雲仙市で生まれ、天正遣欧少年使節として数々の功績
を残した「千々石ミゲル」を題材にしたオリジナルの市民
ミュージカルを上演します。演じるのは公募により集まった
一般市民で、昨年夏から毎週練習を重ねてきました。
日時　3月9日（日）午後2時開演
場所　ハマユリックスホール
チケット　【全席自由】500円（※1月24日から発売）
販売場所　国見町文化会館、吾妻町ふるさと会館、
　　　　　ハマユリックスホール、生涯学習課
問い合わせ　生涯学習課　☎37-3113

神代小路まちなみ散策
　江戸期のまちなみ散策と古民家をガイドと一緒に歩きません
か！
　期間　2月22日(土) ～3月9日(日)
　　　　（緋寒桜の郷まつり実施期間中）
　会場受付　鍋島邸臨時駐車場
　時間　（受付15分前から）
　　　　1回目　午前11時～1時間程度
　　　　2回目　午後2時～1時間程度
　料金　500円／1人（5人以上団体割引あり）
　問い合わせ　雲仙市観光協議会
　　　　　　　☎0957-38-3839

鍋島邸内部公開
　国見町神代小路の鍋島邸におきまして、平成21年度から行っ
ていました保存修理工事が完了し、このたび2月22日から内部
を一般公開します。
内部公開開始日　2月22日（土）から
　※内部公開開始日までは、庭園のみの入場になります。
入場料　大人200円（団体　一人当たり150円）
　小・中・高校生150円（団体　一人当たり120円）
　身体障害者100円
　※4月1日から入場料を変更します。
　（大人300円［団体　一人当たり200円］、小・中・高校生200円
　［団体　一人当たり150円］、身体障害者130円）
問い合わせ　生涯学習課文化財班　☎37-3113


